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平成 27 年度科学技術戦略推進費による実施プロジェクトの評価結果について 

平 成 2 8 年 2 月 8 日 

科学技術・学術審議会

研 究 計 画・評 価 分 科 会 

研 究 開 発 評 価 部 会 

 科学技術戦略推進費により実施した研究プロジェクト等については、科学技術・学術

審議会研究計画・評価分科会研究開発評価部会の定める「平成 27 年度科学技術戦略推

進費による実施プロジェクトの評価の実施について」に基づき、文部科学省より事務委

託を受けている国立研究開発法人科学技術振興機構が、外部有識者から成る評価作業部

会を設置・運営し、事後評価を実施した。 

平成 27 年度評価対象プロジェクトについては、平成 27 年９月～11 月に各評価作業

部会による事後評価が行われた。 

今般、その評価結果が取りまとめられたので報告する。 

１．はじめに 

 平成 27 年度の事後評価については、総合科学技術・イノベーション会議の定める

「国の研究開発評価に関する大綱的指針」、「科学技術戦略推進費に関する基本方

針」、また、文部科学省が定めた「文部科学省における研究及び開発に関する評価指

針」等を十分に踏まえた評価を実施するため、平成 27 年６月 19 日に開催された科学

技術・学術審議会研究計画・評価分科会研究開発評価部会において、「平成 27 年度

科学技術戦略推進費による実施プロジェクトの評価の実施について」を決定したとこ

ろである。 

 当該事項に基づき、評価対象プロジェクト等の専門分野・領域等を勘案して、当該

分野・領域の専門家及び有識者から構成される５つの評価作業部会を設置し、これら

の評価作業部会において「気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会システ

ムの改革プログラム」、「安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術等を実用化

するプログラム」、「健康研究成果の実用化加速のための研究・開発システム関連の

隘路解消を支援するプログラム」、「地域再生人材創出拠点の形成」、「戦略的環境

リーダー育成拠点形成」の５プログラムにより実施したプロジェクト（事後評価30プ

ロジェクト）について、書面査読・ヒアリング評価を行う等、調査・検討を行った。 

 また、昨年度に引き続きプログラムオフィサー（ＰＯ）が主査補佐として評価作業

部会に参画し、評価作業部会運営に際して主査を補佐するとともに、プロジェクト管

理等で把握した状況等の説明を行った。 

1



２．平成 27 年度事後評価の実施経緯 

各評価作業部会の開催経緯は以下のとおりである。 

評価作業部会 評価作業部会開催内容 開催日 

気候変動に対応した新た

な社会の創出に向けた社

会システムの改革プログ

ラム評価作業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会システムの改

革プログラム             ４プロジェクト(事後） 11/10 

安全・安心な社会のための

犯罪・テロ対策技術等を実

用化するプログラム評価

作業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術等を実用化するプ

ログラム                ９プロジェクト(事後) 

10/23、 

10/30 

健康研究成果の実用化加

速のための研究・開発シス

テム関連の隘路解消を支

援するプログラム評価作

業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・健康研究成果の実用化加速のための研究・開発システム関連の隘

路解消を支援するプログラム       ６プロジェクト(事後) 11/６ 

地域再生人材創出拠点の

形成評価作業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・地域再生人材創出拠点の形成 ６プロジェクト(事後） 
11/３ 

戦略的環境リーダー育成

拠点形成評価作業部会 

評価の進め方等についての確認 

評価留意点等についての説明 

ヒアリングの実施 

・戦略的環境リーダー育成拠点形成 ５プロジェクト(事後） 
９/８ 

2



３．評価結果概要 

 プログラムごとの評価結果の概要を以下に述べる（詳細は別紙及び資料１－２参

照）。下記標記中の評価項目の内容については次のとおり。 

総合評価 Ｓ．所期の計画を超えた取組が行われている 

Ａ．所期の計画と同等の取組が行われている 

Ｂ．所期の計画を下回る取組であるが、一部で当初計画と同等又は 

それ以上の取組もみられる 

Ｃ．総じて所期の計画を下回る取組である 

プログラム名 

事後評価 

総 数 

総 合 評 価 

Ｓ評価 A評価 B評価 C評価 

気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた

社会システムの改革プログラム ４ １ １ ２ － 

安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術

等を実用化するプログラム  
９ ２ ６ １ － 

健康研究成果の実用化加速のための研究・開発

システム関連の隘路解消を支援するプログラム 
６ ３ ２ １ － 

地域再生人材創出拠点の形成 ６ ３ ３ － － 

戦略的環境リーダー育成拠点形成 ５ ３ ２ － － 

計（30プロジェクト） 30 12 14 ４ ０ 

４．「Ｂ評価」、「Ｃ評価」について 

30 プロジェクト中、「Ｂ評価」となったプロジェクトは４プロジェクト（13％）で

あった。 

（参考）平成 26 年度 25 プロジェクト中１プロジェクト（４％） 

５．評価結果の取扱い 

 評価結果の取りまとめに当たっては、被評価者に意見提出の機会を与え、評価プロ

セスにおける評価者と被評価者のコミュニケーションの確保を図った。なお、被評価

者から提出された意見は、今後の評価方法等に反映することとする。 

また、事後評価結果については本部会での評価決定後に公表する。 
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（別紙） 

評価結果概要 

１．プログラムごとの評価結果の概要を以下に記載する。また、下記標記中の評価項目

の内容については次のとおり。なお、本年度の評価基準については、次のとおり。 

【総合評価】Ｓ．所期の計画を超えた取組が行われている 

Ａ．所期の計画と同等の取組が行われている 

Ｂ．所期の計画を下回る取組であるが、一部で当初計画と同等又は 

それ以上の取組もみられる 

Ｃ．総じて所期の計画を下回る取組である 

（１）気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会システムの改革プログラム 

平成 26 年度に支援が終了した４プロジェクトについて事後評価を実施した。このうち

１プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、１プロジェクトにつ

いては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。残りの２プロジェクトにつ

いては中間評価の指摘への対応等が不十分であり、総合評価は「Ｂ」と判断された。 

（参考） 

◇制度概要： 気候変動緩和技術と適応技術の双方を活用して、温室効果ガスを削減する

とともに、削減だけでは今後避けられない温暖化の影響に適応することが求

められている。このため「気候変動に適応した新たな社会の創出に向けた技

術開発の方向性（最終取りまとめ）」に基づき、大学や地方公共団体、民間

企業等で構成される技術開発・社会改革推進チームにおいて、気候変動の緩

和策や適応策実施の基礎となる要素技術を開発し、それらを組み合わせて総

合化・実用化するとともに、気候変動に適応した新たな社会を先取りした都

市・地域を形成するための社会システム改革を行う。 

◇充 当 額： １プロジェクト当たり２億円／年を上限（ただし、初年度は１億円を上限） 

◇実施期間： 原則３年間 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 １ １ ２ ０ ４ 

（２）安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術等を実用化するプログラム 

平成 26 年度に支援が終了した９プロジェクトについて事後評価を実施した。このうち

２プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、６プロジェクトにつ

いては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。残りの１プロジェクトにつ

いては目標達成度等において不十分であり、総合評価は「Ｂ」と判断された。 

（参考） 

◇制度概要： 安全・安心な社会の構築に資する科学技術において、犯罪・テロ対策や化

学品等による特殊な事故対応のための技術は重要な分野の一つである。当該

分野の技術の主たるユーザーが関係府省庁とその関係機関であることを踏

まえ、関係府省庁との連携体制の下、具体的な現場ニーズに基づいた研究開
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発テーマを設定し、技術開発及び実用化に向けた実証試験までを一体的に行

う。 

◇充 当 額： １プロジェクト当たり数千万～１億円／年を上限 

◇実施期間： 原則５年間（３年目に再審査を実施） 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ２ ６ １ ０ ９ 

（３）健康研究成果の実用化加速のための研究・開発システム関連の隘路解消を支援す

るプログラム 

平成 26 年度に支援が終了した６プロジェクトについて事後評価を実施した。このうち

３プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、２プロジェクトにつ

いては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。残りの１プロジェクトにつ

いては研究成果と取組の継続性・発展性において不十分であり、総合評価は「Ｂ」と判断

された。 

（参考） 

◇制度概要： 健康長寿社会の実現には、絶え間のない革新的な医薬品や医療機器や新た

な治療技術の開発等が必要である。現在、研究開発の過程には、各種の隘路

が存在することから、革新的医薬品等の迅速な実用化には、研究・開発の計

画立案段階から出口まで円滑に進めることが喫緊の課題となっている。 

本プログラムでは、革新的な医薬品等の迅速な実用化に向けて、研究・開

発機関において安全性、有効性の評価のための基礎データの収集・蓄積を行

うことで開発加速の支援を行う。 

◇充 当 額： １プロジェクト当たり１億円／年を上限 

◇実施期間： 原則５年間（３年目に中間評価を実施） 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ３ ２ １ ０ ６ 

（４）地域再生人材創出拠点の形成 

平成 26 年度に支援が終了した６プロジェクトについて事後評価を実施した。このうち

３プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、３プロジェクトにつ

いては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。 

（参考） 

◇制度概要： 大学等が有する個性・特色を活（い）かし、将来的な地域産業の活性化や

地域の社会ニーズの解決に向け、地元で活躍し、地域の活性化に貢献し得る

人材の育成を行うため、地域の大学等（又は地域の大学等のネットワーク）

が地元の自治体との連携により、科学技術を活用して地域に貢献する優秀な

人材を輩出する「地域の知の拠点」を形成し、地方分散型の多様な人材を創

出するシステムを構築する。 

◇充 当 額： １プロジェクト当たり５千万円／年を上限 

◇実施期間： 原則５年間（３年目に中間評価を実施） 
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総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ３ ３ ０ ０ ６ 

（５）戦略的環境リーダー育成拠点形成 

平成 26 年度に支援が終了した５プロジェクトについて事後評価を実施した。このうち

３プロジェクトについては所期の計画を超えた取組が行われている、２プロジェクトにつ

いては所期の計画と同等の取組が行われていると評価された。 

（参考） 

◇制度概要：  長期戦略指針「イノベーション25」に掲げる「世界の環境リーダーの育成」

及び「世界に開かれた大学づくり」並びに「科学技術外交の強化に向けて」

に掲げる「世界の環境リーダーの育成」を推進するため、途上国における環

境問題の解決に向けたリーダーシップを発揮する人材（環境リーダー）を育

成する拠点を形成する。 

◇充 当 額： １プロジェクト当たり７千万円／年を上限 

◇実施期間： 原則５年間（３年目に中間評価を実施） 

総合評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ プロジェクト数合計 

事後評価 ３ ２ ０ ０ ５ 
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２．評価結果一覧 

気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会システムの改革プログラム（事後評価） 

気候変動に対応した新たな社会の創出に向けた社会システムの改革プログラム評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 研究代表者 総合評価 
Ⅰ．目標

達成度 

Ⅱ．技術

開発内容

の妥当性 

Ⅲ．社会実

証の妥当性

と社会システ

ム改革 

Ⅳ．実

施体制

等の有

効性 

Ⅴ．実施機

関の終了後

の継続性・発

展性 

Ⅵ．中間評

価の 

反映 

森と人が共生する

SMART 工場モデル実証 
岡山県 

伊原木 隆

太 
小田 喜一 B b b b b b b 

明るい低炭素社会の実

現に向けた都市変革プロ

グラム 

東京大学 濱田 純一 飛原 英治 B a a b b b b 

グリーン社会 ICT ライフイ

ンフラ 
慶應義塾大学 清家 篤 植原 啓介 A a a a a a a 

気候変動に伴う極端気

象に強い都市創り 

独立行政法人

防災科学技術

研究所 

岡田 義光 中谷 剛 S a s a s a a 

安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術等を実用化するプログラム（事後評価） 

安全・安心な社会のための犯罪・テロ対策技術等を実用化するプログラム評価作業部会 

プロジェクト 責任機関 研究代表者 総合評価 
Ⅰ．目標達成

度 

Ⅱ．プロジェクト

全体としての成

果 

Ⅲ．研究計画・

実施体制 

Ⅳ．事業化に向

けた取組の継続

性・発展性 

人物映像解析による犯罪捜査支

援システム 
大阪大学 八木 康史 A a a a a 

自動サンプリング式トレース検出

システム 
株式会社日立製作所 坂入 実 S s s s s 

薬物検知用オンサイト質量分析計

の開発 
科学警察研究所 井上 博之 S s a a s 

ミリ波パッシブイメージング装置の

開発と実用化 
東北大学 陳 強 A a b a b 

化学剤の網羅的迅速検知システ

ムの開発 
科学警察研究所 瀬戸 康雄 A a b a b 

ガンマ線による核物質非破壊検知

システム 
京都大学 大垣 英明 A a a a b 

環境適応型で実用的な人物照合

システム 

オムロンソーシアルソリュー

ションズ株式会社 
労 世紅 A a a a a 

中赤外電子波長可変レーザーに

よる遠隔検知 

独立行政法人理化学研究

所 
和田 智之 B b b b a 

陽圧式化学防護服の軽量化等 株式会社重松製作所 稻井 巡 A a a a a 
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健康研究成果の実用化加速のための研究・開発システム関連の隘路解消を支援するプログラム（事後評価） 

健康研究成果の実用化加速のための研究・開発システム関連の隘路解消を支援するプログラム評価作

業部会 

プロジェクト 実施機関 研究代表者 総合評価 
Ⅰ．目標達成

度 
Ⅱ．成果 

Ⅲ．研究計画・実

施体制 

Ⅳ．実施期間

終了後におけ

る取組の継続

性・発展性 

Ⅴ．中間評価

の反映 

多能性幹細胞由来移植細胞の

安全性評価研究 

公益財団法人

先端医療振興

財団 

川真田 伸 S s s s a a 

免疫難病治療のための次世代型

抗体医薬開発 
大阪大学 岸本 忠三 S s a a s a 

歯延命化をめざす歯髄再生実用

化の隘路解消 

独立行政法人

国立長寿医療

研究センター 

中島 美砂子 A s a a a a 

患者別に機能発現する階層構造

インプラント 
大阪大学 吉川 秀樹 S s s a a a 

迷走神経刺激による心不全治療

の最適化 
九州大学 砂川 賢二 B a b a b a 

iPS 由来再生心筋細胞移植の安

全性評価 
慶應義塾大学 福田 恵一 A a a a s a 

地域再生人材創出拠点の形成（事後評価） 

地域再生人材創出拠点の形成評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 総合評価 
Ⅰ．目標

達成度 

Ⅱ．人材養

成手法の妥

当性 

Ⅲ．実施体

制・自治体等

との連携 

Ⅳ．人材養成

ユニットの有効

性 

Ⅴ．継続性・

発展性の見

通し 

Ⅵ．中間評価の

反映 

企業を牽引する計算科学高

度技術者の養成 
神戸大学 福田 秀樹 S s s a a a a 

災害科学的基礎を持った防

災実務者の養成 
静岡大学 伊東 幸宏 A s a a a a a 

朱鷺の島環境再生リーダー

養成ユニット 
新潟大学 高橋 姿 A b a s s a a 

森の国・森林環境管理高度

技術者養成拠点 
愛媛大学 柳澤 康信 A a a a a a a 

せんだいスクール・オブ・デザ

イン 
東北大学 里見 進 S s s a a a a 

被ばく医療プロフェッショナル

育成計画 
弘前大学 佐藤 敬 S s a a a s a 

8



戦略的環境リーダー育成拠点形成（事後評価） 

戦略的環境リーダー育成拠点形成評価作業部会 

プロジェクト 実施機関 総括責任者 総合評価 
Ⅰ．目標達成

度 

Ⅱ．育成システム

（実施体制等）の 

有効性 

Ⅲ．育成プログ

ラムの有効性 

Ⅳ．継続性・発

展性の見通し 

Ⅴ ． 中 間 評

価の反映 

東アジア環境ストラテジスト育

成プログラム 
九州大学 久保 千春 A a a a a a 

生態系保全と人間の共生・共

存社会の高度化設計に関する

環境リーダー育成 

静岡大学 伊東 幸宏 S s a a s a 

未来社会創造型環境イノベータ

の育成 

慶應義塾

大学 
清家 篤 S a s s a a 

地下水環境リーダー育成国際

共同教育拠点 
熊本大学 谷口 功 A a a a a a 

国際エネルギー・資源戦略を立

案する環境リーダー育成拠点 
東北大学 里見 進 S s s s a a 

9
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平
成
２
７
年
度

 科
学
技
術
戦
略
推
進
費
に
よ
る

実
施
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
結
果
概
要

気
候
変
動
に
対
応
し
た
新
た
な
社
会
の
創
出
に
向
け
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
作
業
部
会

安
全
・
安
心
な
社
会
の
た
め
の
犯
罪
・
テ
ロ
対
策
技
術
等
を
実
用
化
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
評
価
作
業
部
会

健
康
研
究
成
果
の
実
用
化
加
速
の
た
め
の
研
究
・
開
発
シ
ス
テ
ム
関
連
の

隘
路
解
消
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
作
業
部
会

地
域
再
生
人
材
創
出
拠
点
の
形
成
評
価
作
業
部
会

戦
略
的
環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成
拠
点
形
成
評
価
作
業
部
会

１ ２ ４ ６ ８
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気
候

変
動

に
対

応
し

た
新

た
な

社
会

の
創

出
に

向
け

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
作

業
部

会
（

４
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
中

核
機

関
総

括
責
任
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

気
候

変
動

に
対

応
し

た
新

た
な

社
会

の
創

出
に

向
け

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
森
と
人
が
共
生
す
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
工
場
モ
デ
ル
実
証

岡
山

県
伊

原
木

　
隆

太

間
伐

推
進

・
林

地
残

材
利

用
拡

大
・

バ
イ

オ
マ

ス
製

品
の

社
会

普
及

に
よ

り
、

森
林

の
C
O
2
吸

収
源

機
能

の
保

全
・

強
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

地
域

特
性

に
応

じ
た

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
し

て
林

地
残

材
か

ら
革

新
的

新
素

材
「

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

ー
」

を
製

造
す

る
技

術
を

開
発

し
、

サ
ス

テ
ィ

ナ
ブ

ル
な

林
工

一
体

型
S
M
A
R
T
工

場
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

。
課

題
実

施
期

間
内

に
、

林
地

残
材

の
本

格
的

利
用

に
つ

な
が

る
材

料
化

技
術

を
実

用
化

す
る

と
と

も
に

、
林

工
一

体
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

構
築

や
真

庭
市

で
の

環
境

先
進

杜
市

モ
デ

ル
と

し
て

の
地

域
基

盤
を

形
成

す
る

。
Ｂ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
林

地
残

材
か

ら
新

素
材

の
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

を
製

造
す

る
技

術
開

発
を

行
う

と
と

も
に

、
サ

ス
テ

ィ
ナ

ブ
ル

な
林

工
一

体
型

S
M
A
R
T
工

場
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
取

組
で

あ
る

。
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

製
造

技
術

を
確

立
す

る
と

い
う

目
標

は
、

お
お

む
ね

達
成

で
き

て
い

る
こ

と
、

新
材

料
の

特
性

に
つ

い
て

も
丁

寧
に

検
討

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

社
会

シ
ス

テ
ム

と
い

う
意

味
で

は
、

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

ー
製

造
を

中
心

と
す

る
極

め
て

限
定

し
た

範
囲

で
ス

コ
ー

プ
を

描
い

て
本

事
業

を
実

施
し

て
お

り
、

社
会

シ
ス

テ
ム

実
装

に
入

る
検

討
が

進
ん

で
い

な
い

。
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

、
お

が
粉

を
用

い
た

新
材

料
の

市
場

調
査

や
事

業
採

算
性

の
試

算
が

不
十

分
で

あ
り

、
社

会
シ

ス
テ

ム
改

革
に

繋
が

る
か

は
ま

だ
不

明
で

あ
る

。
ま

た
、

提
案

し
て

い
る

隘
路

問
題

は
ほ

と
ん

ど
が

既
知

の
も

の
で

あ
り

、
そ

れ
以

外
は

提
案

す
る

新
材

料
の

普
及

に
関

わ
る

問
題

に
止

ま
っ

て
い

る
。

今
後

は
、

社
会

実
装

に
向

け
て

の
具

体
的

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

明
確

に
し

、
持

続
可

能
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
や

社
会

シ
ス

テ
ム

に
不

可
欠

な
用

途
開

発
、

市
場

性
、

経
済

性
に

関
す

る
検

討
を

各
機

関
が

連
携

し
て

進
め

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

気
候

変
動

に
対

応
し

た
新

た
な

社
会

の
創

出
に

向
け

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
明
る
い
低
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
都
市
変
革
プ
ロ
グ

ラ
ム

東
京

大
学

濱
田

　
純

一

高
齢

者
の

資
産

と
能

力
の

積
極

的
な

社
会

へ
の

還
元

を
進

め
る

こ
と

で
、

成
長

可
能

な
「

明
る

い
」

低
炭

素
社

会
の

実
現

を
目

指
す

。
都

市
と

自
然

が
近

接
す

る
柏

の
葉

キ
ャ

ン
パ

ス
タ

ウ
ン

に
お

け
る

統
合

的
な

低
炭

素
化

の
実

証
実

験
に

よ
り

、
「

明
る

い
」

低
炭

素
都

市
の

モ
デ

ル
化

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

具
体

的
に

は
、

高
齢

者
の

住
宅

資
産

の
低

炭
素

化
、

高
齢

者
の

活
動

支
援

シ
ス

テ
ム

の
低

炭
素

化
、

高
齢

者
の

担
い

手
と

し
て

の
低

炭
素

化
を

進
め

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

、
太

陽
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利

用
し

た
超

省
エ

ネ
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
、

超
小

型
電

気
自

動
車

の
技

術
開

発
、

な
ら

び
に

、
シ

ニ
ア

植
物

医
師

の
訓

練
に

向
け

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

と
認

証
の

制
度

設
計

を
行

う
。

個
々

の
開

発
と

共
に

、
こ

れ
ら

の
技

術
の

社
会

実
装

に
備

え
た

都
市

計
画

、
農

業
・

緑
地

計
画

、
お

よ
び

情
報

シ
ス

テ
ム

化
技

術
の

開
発

を
行

う
。

統
合

的
な

実
証

試
験

に
よ

り
、

技
術

開
発

、
お

よ
び

社
会

シ
ス

テ
ム

改
革

の
具

体
化

を
図

り
、

「
明

る
い

」
低

炭
素

都
市

の
モ

デ
ル

化
を

行
う

。

Ｂ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
低

炭
素

社
会

の
実

現
と

高
齢

社
会

の
問

題
克

服
に

同
時

に
取

り
組

む
た

め
に

、
超

小
型

電
気

自
動

車
等

の
開

発
や

高
齢

者
に

よ
る

農
地

利
用

等
の

統
合

的
な

実
証

実
験

を
行

う
取

組
で

あ
る

。
６

つ
の

グ
ル

ー
プ

が
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

と
施

策
を

明
確

に
し

て
研

究
を

進
め

た
こ

と
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

は
お

お
む

ね
達

成
で

き
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

各
グ

ル
ー

プ
の

目
標

が
、

大
目

標
と

し
て

掲
げ

た
低

炭
素

化
を

目
指

し
た

社
会

シ
ス

テ
ム

全
体

像
と

噛
み

合
っ

て
い

る
か

が
不

明
確

で
あ

り
、

「
社

会
シ

ス
テ

ム
改

革
」

ま
で

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
ま

た
、

各
グ

ル
ー

プ
の

要
素

技
術

に
つ

い
て

、
既

存
の

技
術

や
知

見
と

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

得
ら

れ
た

そ
れ

ら
と

を
十

分
に

比
較

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

低
炭

素
社

会
の

実
現

と
い

う
大

目
標

に
向

け
て

社
会

シ
ス

テ
ム

の
中

に
各

要
素

技
術

を
位

置
付

け
た

形
で

の
定

量
的

な
成

果
が

見
え

な
い

。
今

後
は

、
開

発
し

て
い

る
様

々
な

機
能

を
社

会
へ

導
入

し
、

維
持

し
て

い
く

た
め

に
、

自
治

体
・

市
民

・
N
P
O
等

と
の

良
好

な
関

係
を

形
成

し
、

定
着

・
維

持
す

る
た

め
の

仕
組

み
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

気
候

変
動

に
対

応
し

た
新

た
な

社
会

の
創

出
に

向
け

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
グ
リ
ー
ン
社
会
IC
T
ラ
イ
フ
イ

ン
フ
ラ

慶
應

義
塾

大
学

清
家

　
篤

緩
和

策
だ

け
で

は
対

応
し

き
れ

な
い

気
候

変
動

の
悪

影
響

に
備

え
る

適
応

策
が

重
要

と
の

認
識

が
、

近
年

、
高

ま
っ

て
き

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
二

つ
の

自
治

体
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

し
て

、
ま

ず
、

メ
ッ

シ
ュ

デ
ー

タ
を

用
い

て
気

候
変

動
の

自
治

体
へ

の
影

響
を

推
定

し
地

域
の

脆
弱

性
分

析
を

行
う

。
そ

の
上

で
セ

ン
サ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
「

グ
リ

ー
ン

社
会

I
C
T
ラ

イ
フ

イ
ン

フ
ラ

」
を

開
発

し
、

家
庭

等
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
の

情
報

を
測

定
し

、
最

適
化

す
る

と
と

も
に

、
健

康
・

医
療

や
農

業
へ

の
悪

影
響

な
ど

、
気

候
変

動
に

と
も

な
う

地
域

の
脆

弱
性

に
対

応
す

る
適

応
策

を
策

定
し

、
そ

の
効

果
を

実
証

す
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

キ
ャ

ピ
タ

ル
を

高
め

る
こ

と
で

レ
ジ

リ
ア

ン
ト

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

形
成

を
目

指
す

と
い

う
新

し
い

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

を
実

現
す

る
社

会
シ

ス
テ

ム
改

革
を

目
的

と
す

る
。

そ
の

実
現

に
向

け
て

規
制

緩
和

を
提

案
す

る
。

Ａ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

セ
ン

サ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
気

候
変

動
に

対
す

る
地

域
の

脆
弱

性
に

対
応

す
る

適
応

策
を

策
定

し
、

そ
の

効
果

を
実

証
す

る
取

組
で

あ
る

。
お

お
む

ね
順

調
に

研
究

が
進

展
し

、
個

々
の

研
究

目
標

は
か

な
り

高
い

レ
ベ

ル
で

達
成

さ
れ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

気
象

庁
か

ら
入

手
し

た
５

k
m
メ

ッ
シ

ュ
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
成

果
は

、
今

後
、

地
域

に
お

け
る

気
象

変
動

の
影

響
を

定
量

的
に

把
握

す
る

た
め

に
、

様
々

な
場

面
で

展
開

が
進

む
可

能
性

が
あ

る
。

ま
た

制
度

的
隘

路
を

す
べ

て
解

決
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

、
広

い
視

点
か

ら
隘

路
を

指
摘

で
き

た
こ

と
で

も
成

果
を

上
げ

た
と

評
価

で
き

る
。

今
後

は
地

域
社

会
が

受
け

入
れ

可
能

な
コ

ス
ト

で
、

ど
こ

ま
で

の
シ

ス
テ

ム
と

し
て

社
会

実
装

を
目

指
す

の
か

、
ま

た
自

治
体

、
市

民
、

N
P
O
等

で
の

協
力

関
係

の
在

り
方

に
つ

い
て

明
確

に
し

て
事

業
展

開
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

気
候

変
動

に
対

応
し

た
新

た
な

社
会

の
創

出
に

向
け

た
社

会
シ

ス
テ

ム
の

改
革

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
気
候
変
動
に
伴
う
極
端
気
象

に
強
い
都
市
創
り

独
立

行
政

法
人

防
災

科
学

技
術

研
究

所
岡

田
　

義
光

気
候

変
動

に
よ

り
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
極

端
気

象
に

強
い

都
市

創
り

の
た

め
、

理
学

・
工

学
・

社
会

学
の

研
究

者
で

構
成

さ
れ

る
研

究
チ

ー
ム

に
よ

り
、

首
都

圏
に

稠
密

気
象

観
測

網
を

構
築

し
て

極
端

気
象

の
発

生
プ

ロ
セ

ス
、

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
（

課
題

１
「

稠
密

気
象

観
測

に
よ

る
極

端
気

象
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
」

、
以

下
「

稠
密

観
測

」
）

、
現

象
を

早
期

に
検

知
し

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
に

伝
達

す
る

「
極

端
気

象
早

期
検

知
・

予
測

シ
ス

テ
ム

」
を

開
発

し
（

課
題

２
「

極
端

気
象

の
監

視
・

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

、
以

下
「

監
視

・
予

測
」

）
、

関
係

府
省

・
地

方
公

共
団

体
・

民
間

企
業

・
住

民
と

の
連

携
の

も
と

で
社

会
実

験
を

行
う

（
課

題
３

「
極

端
気

象
に

強
い

都
市

創
り

社
会

実
験

」
、

以
下

「
社

会
実

験
」

）
。

開
発

し
た

シ
ス

テ
ム

は
他

の
都

市
域

へ
も

適
用

で
き

る
こ

と
を

示
す

と
と

も
に

社
会

実
験

か
ら

提
起

さ
れ

る
諸

問
題

を
議

論
し

、
関

係
府

省
や

自
治

体
へ

の
提

言
と

し
て

ま
と

め
る

こ
と

に
よ

り
社

会
の

変
革

を
図

る
。

Ｓ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
気

象
観

測
網

を
構

築
し

極
端

気
象

の
発

生
プ

ロ
セ

ス
を

解
明

す
る

と
と

も
に

、
極

端
気

象
早

期
検

知
・

予
測

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
地

方
自

治
体

や
民

間
と

の
連

携
の

下
で

社
会

実
験

を
行

う
取

組
で

あ
る

。
テ

ー
マ

を
絞

り
込

み
、

各
機

関
が

そ
の

共
通

目
標

に
向

か
っ

て
研

究
を

進
め

、
Ｘ

バ
ン

ド
M
P
レ

ー
ダ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

他
の

観
測

シ
ス

テ
ム

な
ど

を
活

用
し

て
社

会
実

験
を

行
い

、
社

会
へ

の
定

着
に

向
け

た
課

題
な

ど
の

情
報

を
確

実
に

社
会

に
発

信
し

て
い

る
こ

と
、

ま
た

、
気

象
庁

、
東

京
都

な
ど

極
端

気
象

に
対

す
る

関
心

が
極

め
て

高
い

機
関

と
連

携
し

、
着

実
に

成
果

が
上

げ
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
今

後
は

、
利

用
者

側
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
供

給
さ

れ
る

デ
ー

タ
を

利
活

用
す

る
仕

組
み

を
継

続
的

に
発

展
さ

せ
て

い
く

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
在

り
方

等
を

検
討

す
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

1
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安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
作

業
部

会
（

９
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
中

核
機

関
研

究
代
表
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後

人
物
映
像
解
析
に
よ
る
犯
罪

捜
査
支
援
シ
ス
テ
ム

大
阪

大
学

八
木

　
康

史

犯
罪

捜
査

に
お

け
る

様
々

な
場

面
に

対
応

し
た

人
物

映
像

解
析

に
よ

る
捜

査
支

援
シ

ス
テ

ム
の

実
現

を
目

指
す

。
具

体
的

に
は

、
以

下
の

シ
ス

テ
ム

実
現

を
目

指
す

。
 
①

マ
ル

チ
モ

ー
ダ

ル
歩

行
特

徴
に

よ
る

個
人

認
証

技
術

 
②

カ
メ

ラ
渡

り
を

含
む

人
物

行
動

追
跡

技
術

 
③

防
犯

カ
メ

ラ
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

 
④

経
年

変
化

顔
合

成
技

術
 
⑤

超
解

像
に

よ
る

動
画

像
の

鮮
明

化
Ａ

人
物

映
像

解
析

の
目

標
が

多
岐

に
わ

た
る

も
の

の
、

全
体

と
し

て
手

堅
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
、

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

は
所

期
の

目
標

ど
お

り
に

達
成

し
て

い
る

。
歩

容
認

証
シ

ス
テ

ム
、

防
犯

カ
メ

ラ
キ

ャ
リ

ブ
レ

ー
シ

ョ
ン

装
置

な
ど

に
つ

い
て

は
、

既
に

活
用

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
全

体
シ

ス
テ

ム
と

し
て

事
業

化
に

向
け

た
一

層
の

努
力

を
期

待
す

る
。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
自
動
サ
ン
プ
リ
ン
グ
式
ト
レ
ー

ス
検
出
シ
ス
テ
ム

株
式

会
社

日
立

製
作

所
坂

入
　

実

空
港

等
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

向
上

を
目

指
し

、
既

存
の

機
器

に
ト

レ
ー

ス
検

出
方

式
の

爆
発

物
探

知
機

能
を

組
み

込
む

目
的

で
、

以
下

の
機

器
を

新
規

に
開

発
す

る
。

 
１

.
Ｘ

線
検

査
装

置
内

蔵
型

ト
レ

ー
ス

検
出

シ
ス

テ
ム

 
２

.
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ゲ

ー
ト

内
蔵

型
ト

レ
ー

ス
検

出
シ

ス
テ

ム
 
要

素
技

術
と

し
て

、
検

査
対

象
に

付
着

す
る

爆
薬

微
粒

子
の

自
動

サ
ン

プ
リ

ン
グ

部
、

爆
薬

の
分

子
を

高
効

率
で

イ
オ

ン
化

で
き

る
イ

オ
ン

源
、

お
よ

び
既

存
の

機
器

に
組

み
込

む
た

め
の

小
型

の
質

量
分

析
部

を
開

発
す

る
。

こ
れ

ら
の

要
素

技
術

を
基

に
、

爆
発

物
検

出
部

を
Ｘ

線
検

査
装

置
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ゲ
ー

ト
に

組
み

込
ん

で
シ

ス
テ

ム
化

す
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

終
了

後
は

、
高

機
能

の
Ｘ

線
検

査
装

置
、

ト
レ

ー
ス

検
査

装
置

内
蔵

の
チ

ェ
ッ

ク
イ

ン
ゲ

ー
ト

等
と

し
て

実
用

化
を

目
指

す
。

Ｓ

Ｘ
線

検
査

装
置

内
蔵

型
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ゲ
ー

ト
内

蔵
型

ト
レ

ー
ス

検
出

シ
ス

テ
ム

と
も

に
そ

の
完

成
度

は
高

く
、

初
期

計
画

を
上

回
る

成
果

が
得

ら
れ

た
。

さ
ら

に
、

実
証

試
験

も
実

用
現

場
で

実
施

さ
れ

て
そ

の
問

題
点

も
解

決
し

て
い

る
。

応
用

面
で

重
要

施
設

な
ど

、
当

初
計

画
外

へ
の

可
能

性
も

得
ら

れ
て

事
業

化
の

見
通

し
も

良
好

で
あ

る
。

国
際

的
な

注
目

も
受

け
て

お
り

、
今

後
に

期
待

す
る

と
こ

ろ
は

大
で

あ
る

。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
薬
物
検
知
用
オ
ン
サ
イ
ト
質

量
分
析
計
の
開
発

科
学

警
察

研
究

所
井

上
　

博
之

薬
物

捜
査

の
現

場
に

お
い

て
利

用
可

能
な

オ
ン

サ
イ

ト
薬

物
検

知
装

置
を

開
発

す
る

。
本

装
置

は
、

高
感

度
イ

オ
ン

源
を

装
備

し
た

可
搬

型
質

量
分

析
計

で
あ

る
。

分
析

機
器

に
関

す
る

専
門

知
識

が
な

く
て

も
操

作
で

き
、

タ
ン

デ
ム

方
式

の
質

量
分

析
技

術
を

採
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

違
法

薬
物

の
高

精
度

な
判

定
を

可
能

と
す

る
。

目
標

と
す

る
装

置
の

仕
様

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
・

 
粉

末
・

錠
剤

型
の

覚
せ

い
剤

や
合

成
麻

薬
（

M
D
M
A
、

M
D
A
）

、
大

麻
、

コ
カ

イ
ン

、
あ

へ
ん

を
1
 
m
g
以

下
で

検
知

す
る

。
 
・

 
尿

試
料

に
つ

い
て

は
、

覚
せ

い
剤

及
び

M
D
M
A
を

0
.
1
p
p
m
 
(
0
.
1
μ

g
/
m
L
)
 
以

下
で

検
知

す
る

。
 
・

 
本

装
置

の
重

量
は

3
0
k
g
以

下
を

目
標

と
す

る
。

 
・

 
測

定
開

始
か

ら
結

果
表

示
ま

で
に

要
す

る
時

間
は

5
分

以
内

を
目

標
と

す
る

。

Ｓ

開
発

さ
れ

た
装

置
は

、
薬

物
の

同
定

能
力

、
検

出
感

度
な

ど
、

当
初

設
定

さ
れ

た
目

標
を

十
分

達
成

し
て

い
る

。
特

に
、

薬
物

の
種

類
に

関
し

て
は

、
当

初
計

画
を

超
え

る
多

数
の

薬
物

に
つ

い
て

の
試

験
結

果
を

出
し

て
お

り
、

高
く

評
価

で
き

る
。

実
証

試
験

に
お

い
て

も
、

複
数

の
試

験
器

装
置

を
製

作
し

、
当

初
予

定
の

検
体

数
を

上
回

る
数

の
ユ

ー
ザ

ー
評

価
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
も

高
く

評
価

で
き

る
。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
ミ
リ
波
パ
ッ
シ
ブ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

装
置
の
開
発
と
実
用
化

東
北

大
学

陳
　

強

空
港

等
の

高
度

の
保

安
対

策
を

要
す

る
拠

点
に

お
け

る
、

テ
ロ

・
破

壊
工

作
等

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

の
、

危
険

物
検

知
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
ミ

リ
波

パ
ッ

シ
ブ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

装
置

の
小

型
化

、
軽

量
化

、
高

画
質

化
を

図
る

と
と

も
に

、
空

港
保

安
検

査
場

等
の

設
置

余
地

を
考

慮
し

、
既

設
装

置
と

の
併

設
あ

る
い

は
一

体
化

が
可

能
な

装
置

を
開

発
す

る
。

製
品

化
は

基
本

性
能

を
向

上
さ

せ
随

時
進

め
る

。
分

解
能

と
装

置
サ

イ
ズ

の
関

係
を

も
と

に
、

空
港

保
安

等
を

担
う

関
係

機
関

の
要

望
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
問

題
を

相
互

に
配

慮
し

た
装

置
を

実
用

化
す

る
。

ま
た

、
金

属
探

知
機

と
の

一
体

化
が

容
易

な
壁

型
装

置
等

の
開

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

二
次

的
な

検
査

を
目

的
と

し
た

ハ
ン

デ
ィ

ー
型

装
置

の
開

発
を

進
め

る
。

最
終

的
に

、
開

発
し

た
装

置
の

量
産

化
・

低
コ

ス
ト

化
を

実
現

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

Ａ

ミ
リ

波
パ

ッ
シ

ブ
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
装

置
の

小
型

化
、

軽
量

化
、

高
画

質
化

を
図

る
と

い
う

、
所

期
の

目
的

は
達

成
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
競

合
す

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

型
の

装
置

と
の

比
較

に
お

い
て

、
必

ず
し

も
そ

の
優

位
性

が
示

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

の
結

果
、

ミ
リ

波
パ

ッ
シ

ブ
型

装
置

の
当

該
分

野
へ

応
用

の
技

術
的

限
界

を
示

す
こ

と
に

な
っ

た
が

、
そ

の
観

点
か

ら
の

意
義

は
あ

っ
た

。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後

化
学
剤
の
網
羅
的
迅
速
検
知

シ
ス
テ
ム
の
開
発

科
学

警
察

研
究

所
瀬

戸
　

康
雄

イ
オ

ン
化

機
構

と
ド

ー
パ

ン
ト

効
果

を
改

良
し

た
イ

オ
ン

モ
ビ

リ
テ

ィ
ー

ス
ペ

ク
ト

ロ
メ

ト
リ

ー
（

I
M
S
）

装
置

、
並

び
に

原
理

の
異

な
る

電
気

化
学

セ
ン

サ
ー

（
E
C
S
）

装
置

を
各

々
設

計
・

試
作

し
、

化
学

剤
を

網
羅

的
に

迅
速

に
高

感
度

に
リ

ア
ル

タ
イ

ム
検

知
可

能
な

パ
ラ

メ
ー

タ
ー

条
件

を
確

立
す

る
。

両
装

置
を

合
体

さ
せ

、
化

学
剤

検
知

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

を
考

案
し

、
複

合
検

知
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。
化

学
剤

実
剤

を
用

い
て

、
シ

ス
テ

ム
の

検
知

性
能

を
検

証
す

る
。

Ａ

再
審

査
後

の
目

標
で

あ
る

I
M
S
と

E
C
S
の

複
合

装
置

に
よ

る
化

学
剤

の
網

羅
的

検
出

に
つ

い
て

は
概

ね
達

成
し

た
。

特
に

、
I
M
S
技

術
の

国
産

化
は

大
き

な
意

義
が

あ
る

。
実

用
化

、
事

業
化

に
向

け
て

、
更

な
る

検
討

を
期

待
す

る
。
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安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
評

価
作

業
部

会
（

９
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
中

核
機

関
研

究
代
表
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
ガ
ン
マ
線
に
よ
る
核
物
質
非

破
壊
検
知
シ
ス
テ
ム

京
都

大
学

大
垣

　
英

明

中
性

子
に

よ
る

事
前

探
査

及
び

、
逆

コ
ン

プ
ト

ン
ガ

ン
マ

線
の

核
共

鳴
蛍

光
散

乱
を

用
い

て
、

意
図

的
に

遮
蔽

さ
れ

た
核

物
質

を
探

知
す

る
装

置
を

開
発

す
る

。
本

装
置

は
、

核
種

に
固

有
の

核
共

鳴
蛍

光
散

乱
を

用
い

る
こ

と
で

、
ウ

ラ
ン

2
3
5
、

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

2
3
9
だ

け
で

な
く

、
コ

バ
ル

ト
6
0
等

を
識

別
で

き
る

。
約

2
M
e
V
の

ガ
ン

マ
線

を
プ

ロ
ー

ブ
と

し
て

用
い

る
た

め
、

鉄
や

鉛
の

遮
蔽

や
、

中
性

子
を

遮
蔽

す
る

た
め

の
ボ

ロ
ン

や
水

素
等

も
透

過
し

て
検

知
可

能
で

あ
る

。
装

置
に

は
、

実
績

の
あ

る
マ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

加
速

器
、

レ
ー

ザ
ー

、
検

出
器

を
用

い
る

た
め

信
頼

性
は

高
い

。
京

大
が

ガ
ン

マ
線

計
測

装
置

、
中

性
子

装
置

を
担

当
し

、
マ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

を
保

有
す

る
原

子
力

機
構

が
ガ

ン
マ

線
源

を
担

当
し

、
ポ

ニ
ー

工
業

が
製

品
化

を
担

当
す

る
。

Ａ

実
機

の
製

作
を

行
わ

ず
、

研
究

開
発

要
素

を
実

験
的

に
確

認
し

、
製

品
化

可
能

な
レ

ベ
ル

の
も

の
を

基
本

設
計

す
る

と
い

う
所

期
の

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

評
価

で
き

る
。

今
後

、
社

会
変

化
に

対
応

し
た

研
究

開
発

の
継

続
が

望
ま

れ
る

が
、

コ
ス

ト
の

問
題

等
に

よ
り

現
段

階
で

は
速

や
か

な
事

業
化

は
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
環
境
適
応
型
で
実
用
的
な
人

物
照
合
シ
ス
テ
ム

オ
ム

ロ
ン

ソ
ー

シ
ア

ル
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

ズ
株

式
会

社

労
　

世
紅

さ
ま

ざ
ま

な
環

境
で

撮
影

さ
れ

た
人

物
の

静
止

画
像

や
映

像
(
数

秒
程

度
)
を

検
索

キ
ー

と
し

て
、

複
数

の
監

視
カ

メ
ラ

な
ど

か
ら

自
動

的
に

生
成

さ
れ

常
に

更
新

さ
れ

て
い

る
通

行
者

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
高

速
に

検
索

す
る

人
物

画
像

検
索

シ
ス

テ
ム

の
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
を

構
築

す
る

。
犯

罪
捜

査
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
と

し
て

は
個

人
属

性
（

年
齢

、
人

種
）

に
ロ

バ
ス

ト
な

性
能

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
技

術
開

発
の

ポ
イ

ン
ト

は
検

索
シ

ス
テ

ム
に

蓄
積

さ
れ

て
い

る
画

像
と

検
索

キ
ー

と
し

て
与

え
ら

れ
る

画
像

の
環

境
変

動
を

吸
収

す
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
の

た
め

に
、

映
像

を
利

用
し

た
個

人
属

性
に

適
応

す
る

処
理

を
導

入
す

る
。

個
人

属
性

と
し

て
は

経
年

変
化

や
外

国
人

の
顔

に
も

対
応

す
る

。
人

物
画

像
に

対
し

て
は

同
時

に
1
0
0
人

程
度

の
人

物
が

写
っ

て
い

て
も

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
人

体
検

出
、

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

が
で

き
、

検
索

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。

Ａ

当
初

計
画

に
沿

っ
て

研
究

を
遂

行
し

、
各

シ
ス

テ
ム

お
よ

び
統

合
シ

ス
テ

ム
の

い
ず

れ
も

実
用

性
の

高
い

成
果

物
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

成
果

が
一

部
既

に
商

品
化

し
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

人
物

照
合

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

社
会

に
お

け
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ニ
ー

ズ
は

ま
す

ま
す

高
ま

っ
て

お
り

、
海

外
市

場
も

含
め

た
事

業
展

開
を

期
待

す
る

。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
中
赤
外
電
子
波
長
可
変
レ
ー

ザ
ー
に
よ
る
遠
隔
検
知

独
立

行
政

法
人

理
化

学
研

究
所

和
田

　
智

之

中
赤

外
線

領
域

に
お

い
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に

よ
る

広
帯

域
で

電
子

波
長

制
御

可
能

な
世

界
初

の
波

長
可

変
レ

ー
ザ

ー
を

構
築

し
、

こ
の

レ
ー

ザ
ー

を
利

用
し

た
化

学
剤

の
遠

隔
検

知
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

。
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

に
予

め
、

化
学

剤
の

特
徴

的
ス

ペ
ク

ト
ル

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

し
、

こ
の

特
徴

的
な

波
長

及
び

差
分

を
取

得
す

る
た

め
の

僅
か

に
ず

れ
た

波
長

を
高

速
か

つ
選

択
的

に
プ

ロ
グ

ラ
マ

ブ
ル

に
掃

引
す

る
こ

と
に

よ
り

、
短

時
間

で
の

複
数

の
化

学
剤

の
検

知
を

可
能

と
す

る
。

さ
ら

に
、

高
速

連
続

波
長

掃
引

に
よ

り
、

予
期

し
な

い
吸

収
を

も
っ

た
物

質
の

存
在

の
検

知
も

可
能

と
す

る
。

Ｂ

中
赤

外
域

で
の

波
長

可
変

レ
ー

ザ
ー

を
開

発
す

る
と

い
う

か
な

り
困

難
な

テ
ー

マ
に

取
組

み
、

完
成

さ
せ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
フ

ィ
ー

ル
ド

で
の

性
能

評
価

に
つ

い
て

は
不

十
分

と
判

断
さ

れ
、

遠
隔

検
知

に
必

要
と

な
る

各
種

ガ
ス

お
よ

び
環

境
影

響
な

ど
基

礎
デ

ー
タ

の
蓄

積
が

少
な

い
。

安
全

・
安

心
な

社
会

の
た

め
の

犯
罪

・
テ

ロ
対

策
技

術
等

を
実

用
化

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム

事
後
陽
圧
式
化
学
防
護
服
の
軽
量

化
等

株
式

会
社

重
松

製
作

所
稻

井
　

巡

陽
圧

式
化

学
防

護
服

の
軽

量
化

、
作

業
時

間
の

向
上

及
び

狭
隘

な
場

所
で

の
作

業
性

の
向

上
等

を
目

的
と

し
て

、
以

下
を

実
施

す
る

。
 
①

 
陽

圧
式

化
学

防
護

服
：

素
材

の
軽

量
化

及
び

コ
ン

パ
ク

ト
な

形
状

の
陽

圧
式

化
学

防
護

服
の

開
発

に
よ

り
、

軽
量

化
及

び
作

業
性

の
向

上
を

図
る

。
 
②

 
空

気
呼

吸
器

：
作

業
可

能
時

間
の

表
示

及
び

軽
量

化
に

よ
り

操
作

性
の

向
上

を
図

る
。

 
③

 
空

気
ボ

ン
ベ

：
高

張
力

素
材

に
よ

る
ボ

ン
ベ

の
軽

量
化

・
大

容
量

化
に

よ
り

、
携

行
空

気
量

の
増

大
化

を
図

り
、

作
業

可
能

時
間

の
延

長
を

図
る

。
 
④

 
浮

力
の

確
保

：
圧

縮
ガ

ス
を

利
用

し
た

専
用

救
命

具
の

開
発

に
よ

り
、

水
中

で
の

浮
力

の
確

保
を

図
る

。

Ａ

陽
圧

式
化

学
防

護
服

に
つ

い
て

、
軽

量
化

、
操

作
性

の
向

上
な

ど
、

当
初

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

実
証

期
間

中
に

は
、

ユ
ー

ザ
ー

ニ
ー

ズ
に

即
し

つ
つ

、
改

良
が

行
わ

れ
、

実
用

に
十

分
耐

え
得

る
技

術
開

発
が

で
き

た
。

今
後

、
コ

ス
ト

面
な

ど
、

海
外

メ
ー

カ
ー

製
品

に
対

し
て

十
分

対
抗

で
き

る
事

業
化

が
期

待
さ

れ
る

。
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健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

作
業

部
会

（
６

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

プ
ロ
グ
ラ

ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
研

究
代

表
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
多
能
性
幹
細
胞
由
来
移
植

細
胞
の
安
全
性
評
価
研
究

公
益

財
団

法
人

先
端

医
療

振
興

財
団

川
真

田
　

伸

多
能

性
幹

細
胞

由
来

移
植

細
胞

の
開

発
に

お
い

て
最

も
大

き
な

障
害

は
、

多
能

性
幹

細
胞

に
共

通
か

つ
本

質
的

な
問

題
で

あ
る

腫
瘍

原
性

（
造

腫
瘍

能
）

で
あ

る
。

ま
た

免
疫

原
性

の
評

価
も

他
家

移
植

で
は

必
須

で
あ

る
。

し
か

し
腫

瘍
原

性
や

免
疫

原
性

の
評

価
方

法
に

関
す

る
標

準
化

は
進

ん
で

い
な

い
こ

と
か

ら
、

腫
瘍

原
性

や
免

疫
原

性
に

関
す

る
安

全
性

基
準

も
不

明
確

で
あ

る
。

そ
こ

で
多

能
性

幹
細

胞
由

来
移

植
細

胞
の

開
発

に
お

け
る

安
全

性
評

価
に

つ
い

て
の

研
究

を
行

い
、

標
準

化
に

向
け

た
提

案
を

行
う

こ
と

を
課

題
と

す
る

。
ま

た
、

そ
の

成
果

を
基

に
、

i
P
S
 
細

胞
由

来
移

植
細

胞
に

よ
る

網
膜

変
性

疾
患

の
治

療
を

開
始

す
る

こ
と

が
最

終
課

題
で

あ
る

。

S

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

i
P
S
由

来
分

化
細

胞
を

用
い

た
移

植
臨

床
研

究
の

実
施

に
向

け
て

、
i
P
S
由

来
分

化
網

膜
色

素
上

皮
細

胞
の

安
全

性
確

認
等

の
検

討
が

、
特

に
そ

の
造

腫
瘍

性
リ

ス
ク

に
着

目
し

て
、

網
羅

的
に

着
実

に
実

施
さ

れ
た

。
こ

の
検

討
結

果
が

、
前

臨
床

安
全

性
試

験
の

主
要

デ
ー

タ
と

し
て

纏
め

ら
れ

、
ヒ

ト
幹

細
胞

臨
床

研
究

実
施

申
請

に
用

い
ら

れ
て

審
議

承
認

が
得

ら
れ

、
世

界
で

初
め

て
行

わ
れ

た
i
P
S
由

来
分

化
細

胞
の

ヒ
ト

へ
の

移
植

試
験

の
実

施
に

大
き

く
貢

献
し

て
お

り
、

所
期

の
計

画
を

超
え

た
優

れ
た

取
組

と
高

く
評

価
さ

れ
た

。
ま

た
、

こ
の

安
全

性
に

関
す

る
広

範
な

検
討

の
過

程
に

お
い

て
得

ら
れ

た
成

果
は

、
様

々
な

領
域

で
進

め
ら

れ
て

い
る

i
P
S
細

胞
を

用
い

た
再

生
医

療
研

究
の

推
進

に
大

き
く

貢
献

す
る

内
容

と
高

く
評

価
さ

れ
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

グ
ル

ー
プ

（
安

全
性

研
究

グ
ル

ー
プ

）
と

臨
床

研
究

を
実

施
す

る
グ

ル
ー

プ
と

の
連

絡
体

制
も

緊
密

で
良

好
で

あ
る

。

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
免
疫
難
病
治
療
の
た
め
の

次
世
代
型
抗
体
医
薬
開
発

大
阪

大
学

岸
本

　
忠

三

本
研

究
で

は
、

免
疫

難
病

治
療

の
た

め
に

、
有

効
性

、
安

全
性

、
利

便
性

が
高

く
か

つ
安

価
に

製
造

可
能

な
次

世
代

型
抗

体
の

開
発

と
、

低
分

子
化

合
物

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

に
よ

る
免

疫
先

端
医

薬
品

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
医

薬
品

の
迅

速
な

実
用

化
に

向
け

た
安

全
性

・
有

効
性

評
価

の
た

め
の

基
礎

デ
ー

タ
の

収
集

・
蓄

積
を

行
う

。
さ

ら
に

、
リ

ウ
マ

チ
、

S
L
E
，

多
発

性
硬

化
症

な
ど

の
免

疫
難

病
に

対
す

る
次

世
代

型
抗

体
を

主
と

す
る

免
疫

先
端

医
薬

品
の

作
用

の
特

性
・

有
用

性
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

免
疫

難
病

治
療

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

創
出

を
行

い
、

I
L
-
6
を

含
む

免
疫

調
節

分
子

（
セ

マ
フ

ォ
リ

ン
、

S
O
C
S
,
 
A
h
r
,
 
M
M
S
C
-
1
等

）
を

標
的

に
し

た
免

疫
先

端
医

薬
品

の
開

発
に

よ
る

免
疫

難
病

治
療

法
の

確
立

に
繋

げ
る

。

S

社
会

ニ
ー

ズ
の

高
い

免
疫

難
病

治
療

に
向

け
た

革
新

的
な

医
薬

開
発

推
進

を
目

指
す

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

血
中

半
減

期
の

長
い

、
次

世
代

型
リ

サ
イ

ク
リ

ン
グ

抗
I
L
-
6
受

容
体

抗
体

の
開

発
に

成
功

し
、

す
で

に
P
h
a
s
e
 
I
I
I
臨

床
治

験
段

階
に

入
っ

て
い

る
こ

と
、

ま
た

新
た

な
シ

ー
ズ

と
し

て
多

発
性

硬
化

症
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
等

複
数

の
免

疫
難

病
モ

デ
ル

動
物

試
験

系
で

有
効

性
を

示
す

抗
セ

マ
フ

ォ
リ

ン
4
A
抗

体
を

見
出

し
、

次
世

代
型

抗
体

と
し

て
開

発
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

入
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

当
初

計
画

を
超

え
る

展
開

と
高

く
評

価
さ

れ
た

。
さ

ら
に

加
え

て
、

新
規

標
的

候
補

も
複

数
見

出
さ

れ
て

お
り

、
開

発
シ

ー
ズ

の
幅

が
広

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

点
も

注
目

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
シ

ー
ズ

の
実

用
化

開
発

に
向

け
た

産
学

連
携

体
制

も
評

価
で

き
る

点
で

あ
り

、
今

後
、

本
取

組
で

開
発

が
進

み
つ

つ
あ

る
次

世
代

型
リ

サ
イ

ク
リ

ン
グ

抗
体

技
術

が
、

広
く

種
々

の
抗

体
医

薬
開

発
に

効
果

的
に

応
用

展
開

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
歯
延
命
化
を
め
ざ
す
歯
髄

再
生
実
用
化
の
隘
路
解
消

独
立

行
政

法
人

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

中
島

　
美

砂
子

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
抜

髄
・

感
染

根
管

歯
に

お
け

る
歯

髄
再

生
治

療
法

の
早

期
実

用
化

の
た

め
、

隘
路

解
消

を
目

的
と

す
る

。
ま

ず
、

膜
遊

走
分

離
法

に
て

分
取

・
増

幅
し

た
自

家
歯

髄
幹

細
胞

の
、

適
切

な
品

質
規

格
、

評
価

基
準

を
設

定
し

、
安

全
性

と
安

定
性

を
効

率
的

に
確

保
し

、
適

切
な

安
全

性
・

安
定

性
の

試
験

法
を

確
立

す
る

。
ま

た
、

抜
髄

お
よ

び
感

染
根

管
治

療
後

、
自

家
歯

髄
幹

細
胞

を
根

管
内

に
移

植
し

て
歯

髄
を

再
生

さ
せ

る
治

療
法

の
有

効
性

を
示

す
指

標
を

決
定

す
る

。
３

年
以

内
に

、
非

臨
床

試
験

に
お

い
て

こ
れ

ら
の

適
切

な
方

法
を

用
い

て
安

全
性

・
有

効
性

を
確

認
す

る
。

そ
の

後
、

倫
理

・
利

益
相

反
委

員
会

承
認

、
ヒ

ト
臨

床
研

究
・

ヒ
ト

幹
細

胞
臨

床
研

究
に

関
す

る
審

査
委

員
会

承
認

を
得

て
、

４
年

以
内

に
臨

床
研

究
を

開
始

す
る

。

A

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

歯
髄

幹
細

胞
の

調
製

法
の

確
立

、
移

植
細

胞
の

規
格

確
立

及
び

前
臨

床
に

て
安

全
性

の
確

認
と

有
効

性
検

討
を

実
施

し
、

ヒ
ト

幹
細

胞
臨

床
研

究
の

実
施

承
認

を
経

て
５

症
例

の
自

家
歯

髄
幹

細
胞

移
植

臨
床

研
究

を
実

施
し

、
安

全
性

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

５
例

全
例

に
お

い
て

歯
髄

の
再

生
が

見
ら

れ
有

効
性

が
示

さ
れ

て
所

期
の

目
標

を
達

成
し

て
お

り
、

優
れ

た
取

組
と

評
価

さ
れ

た
。

取
組

の
過

程
に

お
い

て
、

企
業

連
携

の
も

と
に

細
胞

調
製

に
有

効
な

膜
分

取
装

置
の

開
発

、
評

価
指

標
の

開
発

な
ど

も
行

っ
て

、
取

組
を

加
速

推
進

す
る

と
と

も
に

、
歯

髄
再

生
治

療
の

一
般

化
・

普
及

に
鍵

を
握

る
と

考
え

ら
れ

る
同

種
移

植
の

可
能

性
も

示
し

、
次

の
段

階
を

見
据

え
た

展
開

と
な

っ
て

い
る

こ
と

も
評

価
さ

れ
た

。
実

施
年

度
を

追
う

ご
と

に
顕

著
な

展
開

が
示

さ
れ

た
こ

と
に

注
目

が
寄

せ
ら

れ
る

と
も

に
、

歯
髄

再
生

治
療

の
一

般
へ

の
普

及
を

可
能

と
す

る
今

後
の

開
発

研
究

展
開

に
期

待
が

持
た

れ
る

。

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
患
者
別
に
機
能
発
現
す
る

階
層
構
造
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

大
阪

大
学

吉
川

　
秀

樹

全
く

新
規

な
設

計
思

想
に

よ
り

、
患

者
が

個
々

に
求

め
る

骨
機

能
（

骨
質

の
自

発
的

改
善

能
・

衝
撃

吸
収

能
・

骨
格

形
状

へ
の

適
合

能
）

発
現

に
向

け
た

基
盤

技
術

の
獲

得
に

成
功

し
て

い
る

。
本

手
法

は
階

層
構

造
を

巧
み

に
利

用
し

た
骨

関
節

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

自
体

の
高

機
能

化
と

周
囲

骨
へ

の
骨

質
付

与
の

両
輪

か
ら

な
り

、
“

患
者

毎
に

最
適

化
さ

れ
た

骨
機

能
を

発
揮

す
る

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

”
の

開
発

へ
と

つ
な

が
り

得
る

。
新

規
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
で

は
、

従
来

型
の

平
均

骨
格

情
報

に
基

づ
く

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

と
は

一
線

を
画

し
、

機
能

再
建

術
を

受
け

た
患

者
に

対
し

、
こ

れ
ま

で
不

可
能

と
さ

れ
た

活
動

的
な

生
活

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

本
事

業
で

は
、

同
技

術
の

臨
床

応
用

に
向

け
た

開
発

展
開

を
図

り
、

患
者

毎
に

機
能

を
最

適
化

し
た

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
実

用
・

製
品

化
を

加
速

す
る

。

S

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

患
者

が
個

々
に

求
め

る
骨

機
能

の
発

現
を

可
能

に
す

る
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
の

開
発

に
向

け
て

、
基

盤
と

な
る

骨
質

類
似

機
能

を
有

す
る

材
質

・
構

造
の

開
発

、
患

者
個

々
の

骨
格

形
状

に
最

適
化

し
た

接
合

子
等

の
開

発
、

そ
し

て
患

者
個

々
の

骨
格

形
状

に
最

適
化

し
た

人
工

股
関

節
大

腿
骨

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
に

と
、

開
発

を
段

階
的

に
進

め
て

い
る

。
新

規
要

素
技

術
を

盛
り

込
ん

だ
こ

れ
ら

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
薬

事
承

認
を

段
階

的
に

取
得

し
つ

つ
開

発
を

進
め

、
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

と
考

え
ら

れ
た

、
患

者
毎

に
機

能
を

最
適

化
し

た
カ

ス
タ

ム
メ

イ
ド

・
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
の

承
認

取
得

に
至

る
堅

実
な

開
発

戦
略

に
基

づ
く

展
開

で
あ

る
。

多
く

の
機

関
間

の
連

携
の

も
と

に
、

多
岐

に
わ

た
る

検
討

を
効

果
的

に
実

施
し

て
、

着
実

に
開

発
を

進
め

て
お

り
、

接
合

子
等

小
規

模
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
に

関
し

て
は

す
で

に
薬

事
承

認
を

取
得

し
て

実
用

化
さ

れ
た

。
人

工
股

関
節

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

に
つ

い
て

も
薬

事
承

認
の

申
請

を
目

前
に

そ
の

準
備

段
階

に
あ

っ
て

、
将

来
の

最
終

目
標

と
す

る
カ

ス
タ

ム
メ

イ
ド

・
イ

ン
プ

ラ
ン

ト
開

発
に

手
が

届
く

段
階

に
達

し
て

お
り

、
そ

の
実

用
化

に
向

け
た

展
開

状
況

よ
り

、
総

合
的

に
所

期
の

計
画

を
超

え
る

優
れ

た
取

組
と

高
く

評
価

さ
れ

た
。

今
後

、
臨

床
試

験
実

施
に

よ
り

開
発

イ
ン

プ
ラ

ン
ト

の
機

能
的

な
優

位
性

が
明

ら
か

に
さ

れ
て

、
実

用
化

が
さ

ら
に

促
進

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

4
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健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

評
価

作
業

部
会

（
６

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

プ
ロ
グ
ラ

ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
研

究
代

表
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
迷
走
神
経
刺
激
に
よ
る
心

不
全
治
療
の
最
適
化

九
州

大
学

砂
川

　
賢

二

植
込

み
型

除
細

動
装

置
（

I
C
D
）

は
、

慢
性

心
不

全
の

予
後

を
改

善
す

る
が

、
現

行
I
C
D

は
心

不
全

の
進

行
や

心
室

細
動

の
予

防
は

で
き

な
い

。
ス

ー
パ

ー
特

区
事

業
の

中
核

事
業

と
し

て
開

発
さ

れ
て

い
る

「
電

気
情

報
型

治
療

シ
ス

テ
ム

」
で

は
、

現
行

I
C
D
の

限
界

を
克

服
す

る
超

I
C
D
の

実
用

化
を

目
指

し
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
動

物
実

験
に

よ
り

、
当

該
治

療
法

の
有

効
性

と
安

全
性

を
最

適
化

し
、

超
I
C
D
の

実
用

化
の

加
速

を
目

指
す

。
B

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

迷
走

神
経

刺
激

の
最

適
条

件
を

、
心

不
全

治
療

の
効

果
獲

得
と

そ
の

安
全

性
確

保
の

観
点

か
ら

、
モ

デ
ル

動
物

を
用

い
て

綿
密

に
追

及
し

、
そ

の
確

立
目

処
を

得
て

お
り

、
目

標
を

ほ
ぼ

達
成

し
た

も
の

と
評

価
さ

れ
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

有
効

性
が

得
ら

れ
る

刺
激

強
度

と
副

作
用

が
見

ら
れ

る
刺

激
強

度
の

差
が

小
さ

く
、

安
全

域
が

狭
い

と
考

え
ら

れ
て

、
臨

床
試

験
に

展
開

す
る

上
で

最
適

刺
激

条
件

が
十

分
に

明
確

に
な

っ
た

と
は

言
い

が
た

い
。

対
応

と
し

て
、

外
部

刺
激

電
極

を
用

い
て

、
急

性
期

の
患

者
を

対
象

に
迷

走
神

経
刺

激
治

療
試

験
を

行
う

計
画

が
考

え
ら

れ
て

い
る

。
不

安
定

な
状

態
に

あ
る

患
者

を
対

象
に

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
と

な
り

、
そ

の
安

全
性

・
有

効
性

に
つ

い
て

十
分

な
目

処
を

得
て

実
施

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

健
康

研
究

成
果

の
実

用
化

加
速

の
た

め
の

研
究

・
開

発
シ

ス
テ

ム
関

連
の

隘
路

解
消

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
後
iP
S
由
来
再
生
心
筋
細
胞

移
植
の
安
全
性
評
価

慶
應

義
塾

大
学

福
田

　
恵

一

本
研

究
は

ヒ
ト

i
P
S
細

胞
技

術
を

応
用

し
、

同
細

胞
か

ら
誘

導
し

た
再

生
心

筋
細

胞
を

移
植

す
る

こ
と

に
よ

り
、

重
症

難
治

性
心

不
全

治
療

を
行

う
際

の
安

全
性

、
有

効
性

を
確

認
す

る
た

め
の

前
臨

床
試

験
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

本
研

究
に

よ
り

、
ヒ

ト
i
P
S
細

胞
研

究
が

現
実

の
再

生
医

療
に

応
用

さ
れ

る
際

の
必

要
条

件
を

す
べ

て
充

足
さ

せ
、

世
界

に
先

駈
け

た
臨

床
応

用
の

道
を

開
く

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

A

i
P
S
由

来
分

化
心

筋
細

胞
移

植
に

よ
る

心
不

全
の

再
生

医
療

実
用

化
に

向
け

た
臨

床
研

究
実

施
に

お
い

て
、

心
臓

に
多

量
の

分
化

細
胞

を
移

植
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

移
植

細
胞

の
大

量
調

製
が

必
要

で
あ

る
と

共
に

そ
の

製
造

コ
ス

ト
も

嵩
む

こ
と

、
効

果
的

な
移

植
法

の
確

立
が

求
め

ら
れ

る
と

と
も

に
、

移
植

に
よ

る
機

能
的

な
副

作
用

の
可

能
性

を
排

除
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

、
と

り
わ

け
、

多
量

の
細

胞
移

植
に

伴
う

高
い

造
腫

瘍
性

リ
ス

ク
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
、

な
ど

課
題

が
多

い
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

こ
れ

ら
課

題
に

対
応

す
る

べ
く

、
i
P
S
細

胞
の

安
全

な
樹

立
法

の
確

立
、

そ
の

大
量

培
養

法
検

討
、

培
地

成
分

検
討

に
よ

る
培

養
コ

ス
ト

の
低

減
、

心
筋

細
胞

塊
（

心
筋

球
）

と
し

て
分

化
細

胞
を

心
筋

内
に

埋
め

込
む

技
術

及
び

移
植

デ
バ

イ
ス

の
確

立
、

な
ど

の
基

盤
技

術
の

確
立

を
図

る
と

共
に

、
分

化
細

胞
の

精
製

法
を

綿
密

に
検

討
し

、
２

段
階

の
選

択
に

よ
る

純
化

法
を

確
立

し
た

。
こ

う
し

た
基

盤
技

術
を

も
と

に
、

得
ら

れ
た

ヒ
ト

i
P
S
由

来
分

化
心

筋
細

胞
を

免
疫

抑
制

剤
処

理
を

行
っ

た
心

不
全

モ
デ

ル
ミ

ニ
ブ

タ
に

移
植

す
る

こ
と

に
よ

り
、

細
胞

の
定

着
及

び
心

臓
機

能
の

回
復

が
確

認
さ

れ
、

本
移

植
治

療
の

P
O
C
が

得
ら

れ
た

こ
と

の
意

義
は

大
き

く
、

優
れ

た
取

組
と

評
価

さ
れ

た
。

必
要

な
基

盤
技

術
は

本
取

組
に

よ
り

ほ
ぼ

確
立

さ
れ

て
お

り
、

移
植

細
胞

の
規

格
確

立
と

さ
ら

な
る

安
全

性
研

究
実

施
を

経
て

、
F
i
r
s
t
 
i
n
 
M
a
n
 
試

験
へ

の
展

開
に

期
待

が
持

た
れ

る
。

5
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地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
評

価
作

業
部

会
（

６
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責
任
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
企
業
を
牽
引
す
る
計
算
科
学

高
度
技
術
者
の
養
成

神
戸

大
学

福
田

 
秀

樹

問
題

解
決

の
た

め
の

計
算

機
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

本
質

や
有

用
性

を
理

解
し

、
様

々
な

研
究

分
野

で
計

算
機

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
活

用
で

き
る

人
材

の
裾

野
を

拡
大

し
、

兵
庫

県
地

域
は

も
と

よ
り

日
本

全
国

の
企

業
で

計
算

科
学

を
先

導
で

き
る

人
材

を
育

成
・

輩
出

す
る

こ
と

が
、

本
社

会
人

教
育

の
主

た
る

目
的

で
あ

る
。

企
業

か
ら

の
受

講
者

は
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

ス
キ

ル
を

持
ち

、
教

育
開

始
時

の
知

識
レ

ベ
ル

も
異

な
れ

ば
、

そ
れ

ぞ
れ

の
受

講
者

の
達

成
目

標
も

異
な

る
。

そ
こ

で
、

受
講

者
個

人
個

人
に

最
適

な
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

の
教

育
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

提
供

す
る

。
い

つ
で

も
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

経
由

で
質

問
が

可
能

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

相
談

室
の

設
置

な
ど

手
厚

い
指

導
体

制
で

人
材

育
成

を
目

指
し

、
企

業
の

研
究

開
発

に
新

し
い

風
を

吹
き

込
む

も
の

で
あ

る
。

Ｓ

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

「
京

」
が

理
研

に
配

置
さ

れ
、

神
戸

医
療

産
業

都
市

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
こ

と
等

を
背

景
と

し
、

テ
ー

ラ
ー

メ
イ

ド
の

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
に

よ
り

地
域

の
高

い
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

有
効

に
利

用
し

た
計

算
科

学
高

度
技

術
者

の
育

成
が

効
果

的
に

行
わ

れ
、

目
標

数
を

大
き

く
超

え
る

養
成

修
了

者
を

輩
出

し
な

が
ら

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
新

た
な

活
用

事
例

を
生

む
基

盤
の

構
築

や
地

元
の

中
小

企
業

の
人

材
育

成
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
今

後
は

、
I
C
T
（

情
報

通
信

技
術

）
を

利
用

し
た

製
造

業
発

展
の

た
め

に
も

中
小

企
業

へ
の

展
開

を
よ

り
一

層
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

将
来

的
に

は
世

界
的

拠
点

と
な

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
災
害
科
学
的
基
礎
を
持
っ
た

防
災
実
務
者
の
養
成

静
岡

大
学

伊
東

 
幸

宏

静
岡

県
が

実
施

し
て

い
る

「
静

岡
県

防
災

士
」

養
成

講
座

で
は

、
一

般
的

な
防

災
対

策
や

、
災

害
発

生
後

の
対

応
ノ

ウ
ハ

ウ
的

な
知

識
は

修
得

で
き

る
。

し
か

し
、

効
果

的
な

被
害

軽
減

に
は

地
域

の
災

害
特

性
に

応
じ

た
事

前
対

策
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

「
危

機
管

理
ノ

ウ
ハ

ウ
」

修
得

に
と

ど
ま

ら
ず

、
災

害
科

学
的

知
識

に
も

と
づ

く
調

査
分

析
を

通
じ

た
問

題
解

決
能

力
が

必
要

で
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
こ

の
よ

う
な

能
力

を
持

つ
人

材
の

育
成

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
i
）

最
新

の
災

害
科

学
基

礎
知

識
（

地
震

、
豪

雨
な

ど
の

自
然

科
学

的
知

識
に

と
ど

ま
ら

ず
、

災
害

時
の

人
間

行
動

な
ど

人
文

社
会

科
学

的
知

識
も

含
む

）
修

得
を

目
的

と
す

る
講

義
、

i
i
）

災
害

科
学

に
関

わ
る

現
地

踏
査

、
文

献
、

デ
ー

タ
収

集
、

観
測

な
ど

を
通

じ
て

得
ら

れ
た

各
種

デ
ー

タ
の

読
解

・
処

理
作

業
な

ど
を

行
う

実
習

・
演

習
、

i
i
i
）

メ
ン

タ
ー

の
個

別
指

導
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

（
ア

ド
研

修
）

を
通

じ
、

災
害

科
学

的
基

礎
を

背
景

と
し

た
実

践
的

応
用

力
を

養
う

。
受

講
者

に
は

、
最

終
的

に
自

ら
の

課
題

を
と

り
ま

と
め

た
学

会
発

表
を

義
務

づ
け

る
。

こ
れ

が
達

成
さ

れ
た

段
階

で
、

県
よ

り
「

ふ
じ

の
く

に
防

災
フ

ェ
ロ

ー
」

の
称

号
が

付
与

さ
れ

る
。

Ａ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
実

務
者

を
対

象
と

し
各

地
域

で
中

核
と

な
る

防
災

実
務

者
の

養
成

を
目

指
し

た
ユ

ニ
ー

ク
な

取
組

で
あ

る
。

既
に

養
成

済
み

の
「

静
岡

県
防

災
士

」
等

に
一

層
高

度
な

専
門

性
を

積
み

上
げ

る
と

と
も

に
、

心
理

学
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

対
応

、
情

報
伝

達
等

の
ソ

フ
ト

面
や

住
民

意
識

の
調

査
方

法
論

の
修

得
等

、
人

文
社

会
科

学
的

知
識

な
ど

も
含

め
科

学
的

知
見

を
踏

ま
え

た
災

害
予

防
を

行
う

高
度

な
人

材
育

成
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
、

更
に

は
国

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
取

組
で

あ
り

、
地

元
自

治
体

と
の

協
力

に
よ

り
効

果
的

に
実

施
さ

れ
る

と
と

も
に

、
地

域
内

に
と

ど
ま

ら
な

い
充

実
し

た
講

師
陣

を
構

成
し

た
こ

と
な

ど
が

実
質

的
な

成
果

に
繋

が
っ

た
と

評
価

で
き

る
。

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
朱
鷺
の
島
環
境
再
生
リ
ー

ダ
ー
養
成
ユ
ニ
ッ
ト

新
潟

大
学

髙
橋

 
姿

新
潟

大
学

に
お

け
る

研
究

・
技

術
の

蓄
積

を
地

域
に

還
元

し
、

生
物

多
様

性
関

連
業

務
に

従
事

す
る

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
で

佐
渡

市
の

地
域

再
生

に
貢

献
す

る
。

具
体

的
に

は
、

ト
キ

と
の

共
生

を
シ

ン
ボ

ル
と

す
る

「
エ

コ
ア

イ
ラ

ン
ド

佐
渡

」
を

掲
げ

、
そ

れ
を

構
築

・
運

営
し

て
い

く
た

め
に

必
要

と
さ

れ
て

い
る

リ
ー

ダ
ー

的
能

力
を

持
つ

人
材

を
養

成
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
を

組
成

す
る

。
当

該
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
３

つ
の

サ
ブ

ユ
ニ

ッ
ト

で
構

成
し

、
こ

の
サ

ブ
ユ

ニ
ッ

ト
単

位
で

人
材

養
成

を
行

う
。

各
サ

ブ
ユ

ニ
ッ

ト
は

、
５

年
間

で
各

４
回

（
1
0

月
開

講
、

９
月

修
了

）
開

講
す

る
。

新
潟

大
学

教
員

に
加

え
、

科
目

に
応

じ
て

佐
渡

市
職

員
、

環
境

N
P
O
、

環
境

省
、

林
野

庁
な

ど
の

専
門

家
に

よ
り

指
導

を
行

い
、

所
定

の
単

位
を

修
得

し
た

者
を

修
了

生
と

認
定

す
る

。
定

員
は

１
年

で
7
0
名

と
し

、
５

年
間

で
2
8
0
名

と
す

る
。

修
了

後
も

大
学

と
佐

渡
市

が
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

い
、

効
果

的
・

継
続

的
な

人
材

養
成

を
進

め
る

。

Ａ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
ト

キ
の

野
生

復
帰

と
関

連
し

て
、

地
域

の
自

然
再

生
や

循
環

型
農

業
、

エ
コ

ツ
ア

ー
や

環
境

教
育

・
行

政
等

の
分

野
に

従
事

し
て

先
進

的
な

循
環

型
社

会
を

リ
ー

ド
す

る
職

業
人

を
養

成
す

る
取

組
で

あ
る

。
過

疎
化

の
進

む
佐

渡
と

い
う

不
利

な
条

件
の

下
、

養
成

修
了

者
数

は
目

標
に

達
し

て
い

な
い

も
の

の
、

多
様

な
コ

ー
ス

に
よ

る
多

様
な

人
材

の
育

成
を

大
学

と
地

域
が

緊
密

に
連

携
し

て
適

切
に

進
め

ら
れ

、
地

元
へ

の
経

済
効

果
も

見
ら

れ
つ

つ
あ

る
な

ど
大

学
が

地
域

再
生

に
貢

献
す

る
き

っ
か

け
と

な
っ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

今
後

は
、

ト
キ

の
ブ

ラ
ン

ド
を

生
か

し
、

環
境

を
重

視
す

る
企

業
等

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

受
け

た
事

業
の

発
展

を
期

待
す

る
。

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
森
の
国
・
森
林
環
境
管
理
高

度
技
術
者
養
成
拠
点

愛
媛

大
学

柳
澤

 
康

信

森
林

環
境

管
理

の
課

題
解

決
を

図
り

、
森

林
保

全
と

林
業

の
持

続
的

安
定

的
発

展
を

目
指

し
、

森
林

環
境

管
理

特
別

コ
ー

ス
を

愛
媛

大
学

大
学

院
農

学
研

究
科

に
創

設
す

る
。

本
コ

ー
ス

は
森

林
環

境
管

理
高

度
技

術
者

養
成

の
た

め
の

専
門

職
大

学
院

的
性

格
を

持
ち

、
応

用
・

実
践

面
を

重
視

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
愛

媛
県

林
業

研
究

セ
ン

タ
ー

の
施

設
を

活
用

し
て

養
成

す
る

。
同

時
に

、
短

期
集

中
型

の
社

会
人

リ
カ

レ
ン

ト
コ

ー
ス

と
し

て
、

社
会

人
の

ニ
ー

ズ
に

も
合

わ
せ

た
５

つ
の

系
列

の
メ

ニ
ュ

ー
で

構
成

し
、

修
了

生
の

活
躍

に
よ

り
地

域
再

生
に

取
り

組
む

。
Ａ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
森

林
保

全
と

林
業

の
持

続
的

発
展

を
担

う
技

術
者

を
養

成
す

る
取

組
で

あ
る

。
森

林
環

境
管

理
特

別
コ

ー
ス

（
修

士
課

程
コ

ー
ス

）
と

社
会

人
森

林
環

境
管

理
リ

カ
レ

ン
ト

コ
ー

ス
（

社
会

人
リ

カ
レ

ン
ト

コ
ー

ス
）

を
組

み
合

わ
せ

た
人

材
養

成
は

、
学

と
実

務
の

両
面

が
連

携
し

た
人

材
育

成
手

法
の

ひ
と

つ
と

し
て

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
養

成
修

了
者

数
は

所
期

の
目

標
を

達
成

し
て

い
る

こ
と

、
自

治
体

や
森

林
組

合
等

と
の

連
携

が
良

好
に

行
わ

れ
、

同
窓

会
機

能
が

有
効

に
働

い
て

い
る

こ
と

と
と

も
に

、
修

士
課

程
コ

ー
ス

が
特

色
あ

る
大

学
院

修
士

課
程

と
し

て
継

続
す

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

今
後

は
、

取
組

対
象

を
森

や
森

林
資

源
の

活
用

ま
で

広
げ

て
、

産
業

化
、

事
業

化
に

貢
献

し
う

る
人

材
の

養
成

を
目

指
す

こ
と

を
期

待
す

る
。
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地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
評

価
作

業
部

会
（

６
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責
任
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
せ
ん
だ
い
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・

デ
ザ
イ
ン

東
北

大
学

里
見

 
進

こ
の

取
組

で
は

、
地

域
に

隠
れ

た
価

値
を

新
た

な
角

度
か

ら
発

掘
し

、
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

・
ク

ラ
ス

タ
と

の
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
、

そ
の

価
値

を
育

て
、

地
域

の
活

性
化

を
図

り
う

る
コ

ラ
ボ

レ
ー

テ
ィ

ブ
な

ク
リ

エ
イ

タ
お

よ
び

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

を
養

成
す

る
。

養
成

の
対

象
と

な
る

の
は

、
建

築
設

計
、

ア
ー

バ
ン

デ
ザ

イ
ン

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

、
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
、

映
像

、
音

楽
、

I
C
T
シ

ス
テ

ム
開

発
者

、
各

種
先

端
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
に

関
わ

る
独

立
系

エ
ン

ジ
ニ

ア
な

ど
、

い
わ

ゆ
る

ク
リ

エ
イ

タ
お

よ
び

そ
れ

ら
を

め
ざ

す
学

生
で

あ
る

。
切

実
な

地
域

の
課

題
か

ら
起

こ
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

、
業

務
経

験
を

持
つ

ク
リ

エ
イ

タ
と

学
術

的
知

識
を

も
っ

た
大

学
院

生
を

混
成

チ
ー

ム
と

し
て

コ
ミ

ッ
ト

さ
せ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

ベ
ー

ス
ド

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

（
P
B
L
）

を
通

じ
て

上
記

の
目

標
を

満
た

す
人

材
を

養
成

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

駆
動

型
デ

ザ
イ

ン
教

育
を

実
施

す
る

。
こ

れ
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
あ

わ
せ

て
ク

リ
エ

イ
タ

と
地

域
企

業
、

学
生

の
活

動
交

流
拠

点
を

整
備

し
、

多
彩

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
技

術
を

鍛
え

る
と

と
も

に
交

流
を

深
め

、
出

版
や

イ
ベ

ン
ト

で
成

果
を

広
く

共
有

す
る

。

Ｓ

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

て
地

域
課

題
を

発
掘

し
、

地
元

に
解

決
方

法
を

提
案

す
る

た
め

の
人

材
育

成
で

あ
り

、
先

進
的

な
取

組
で

あ
る

。
取

組
開

始
直

後
の

東
日

本
大

震
災

被
災

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

大
学

と
地

域
が

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

分
担

し
な

が
ら

適
切

な
連

携
の

下
で

進
め

ら
れ

、
目

標
を

大
き

く
上

回
る

養
成

修
了

者
数

を
達

成
す

る
と

と
も

に
、

国
内

外
の

著
名

な
賞

を
受

賞
す

る
な

ど
充

実
し

た
成

果
を

上
げ

た
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

今
後

は
、

事
業

を
継

続
展

開
し

な
が

ら
地

域
再

生
に

寄
与

す
る

人
材

育
成

の
モ

デ
ル

と
な

る
と

と
も

に
、

仙
台

か
ら

世
界

に
発

信
す

る
デ

ザ
イ

ン
拠

点
と

な
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

後
被
ば
く
医
療
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
育
成
計
画

弘
前

大
学

佐
藤

 
敬

本
事

業
で

は
、

国
の

原
子

力
政

策
に

お
け

る
危

機
管

理
対

策
の

一
環

と
し

て
、

被
ば

く
医

療
に

関
わ

る
高

度
な

専
門

的
知

識
、

能
力

や
技

術
を

有
す

る
人

材
を

育
成

し
、

医
療

、
教

育
・

研
究

及
び

行
政

機
関

等
に

お
い

て
、

被
ば

く
医

療
に

対
応

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

に
あ

る
。

そ
の

た
め

に
、

弘
前

大
学

に
設

置
す

る
「

被
ば

く
医

療
総

合
研

究
所

」
を

母
体

と
し

た
人

材
育

成
及

び
研

究
拠

点
を

基
軸

に
そ

の
任

に
あ

た
る

。
ま

た
、

当
該

施
設

の
被

ば
く

医
療

に
関

わ
る

国
際

拠
点

化
計

画
に

基
づ

き
、

国
際

的
連

携
の

涵
養

も
取

り
入

れ
た

人
材

育
成

を
行

う
。

対
象

者
は

、
弘

前
大

学
博

士
後

期
課

程
在

籍
者

及
び

医
療

、
教

育
・

研
究

及
び

行
政

各
機

関
等

に
従

事
す

る
現

職
者

を
中

心
と

す
る

。

Ｓ

被
ば

く
医

療
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

を
各

医
療

領
域

で
育

成
し

つ
つ

あ
る

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
大

学
院

後
期

課
程

相
当

の
高

度
人

材
の

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

地
域

固
有

の
問

題
解

決
に

即
効

性
の

あ
る

人
材

を
供

給
し

て
お

り
、

地
域

に
お

け
る

重
要

性
と

と
も

に
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

地
域

内
に

と
ど

ま
ら

ず
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
の

際
の

社
会

的
な

貢
献

も
大

き
い

こ
と

な
ど

、
結

果
と

し
て

時
宜

を
得

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
質

量
と

も
に

高
い

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
原

発
立

地
県

と
し

て
の

青
森

の
試

み
と

し
て

、
今

後
の

継
続

的
発

展
に

期
待

す
る

。
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戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
（

５
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
事

後
東
ア
ジ
ア
環
境
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス

ト
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州

大
学

久
保

　
千

春

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
九

州
大

学
東

ア
ジ

ア
環

境
研

究
機

構
が

主
体

と
な

り
、

東
ア

ジ
ア

の
連

携
校

、
国

際
研

究
機

関
、

企
業

と
の

連
携

の
も

と
、

環
境

問
題

に
関

す
る

体
系

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
実

践
演

習
、

研
究

指
導

か
ら

な
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

設
置

す
る

。
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

育
成

さ
れ

る
人

材
は

、
自

然
科

学
か

ら
社

会
科

学
に

亘
る

幅
広

い
知

識
を

習
得

す
る

と
と

も
に

、
東

ア
ジ

ア
環

境
研

究
機

構
が

進
め

て
い

る
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

国
際

機
関

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
中

心
と

す
る

演
習

に
よ

り
、

実
践

的
な

問
題

解
決

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
留

学
生

へ
の

支
援

策
と

し
て

、
既

に
獲

得
し

て
い

る
他

の
競

争
的

資
金

や
企

業
か

ら
の

寄
付

金
を

利
用

し
た

独
自

の
奨

学
金

制
度

を
整

備
す

る
。

ま
た

、
修

了
後

に
は

、
東

ア
ジ

ア
環

境
研

究
機

構
が

毎
年

開
催

す
る

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

へ
修

了
生

を
招

聘
す

る
等

、
継

続
的

な
支

援
を

行
う

。

Ａ

長
期

コ
ー

ス
(
博

士
)
国

内
学

生
の

受
入

数
・

修
了

数
は

目
標

を
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

も
の

の
、

コ
ー

ス
全

体
で

は
受

入
数

、
修

了
数

と
も

に
概

ね
目

標
を

達
成

し
た

。
育

成
す

る
人

材
像

を
明

確
に

し
つ

つ
、

国
内

外
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
整

備
さ

れ
た

実
践

性
に

重
き

を
置

く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
り

優
れ

た
修

了
生

の
育

成
に

努
め

て
お

り
、

「
教

育
」

「
研

究
」

の
両

輪
が

機
能

す
る

よ
う

に
全

学
的

な
協

力
と

支
援

の
体

制
が

構
築

さ
れ

て
取

組
が

行
わ

れ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
 
構

築
さ

れ
た

環
境

リ
ー

ダ
ー

育
成

基
盤

を
、

学
内

に
於

い
て

今
後

ど
の

よ
う

に
生

か
し

て
展

開
す

る
か

、
そ

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

明
確

に
設

定
し

て
、

力
強

く
進

め
ら

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
事

後

生
態
系
保
全
と
人
間
の
共

生
・
共
存
社
会
の
高
度
化
設

計
に
関
す
る
環
境
リ
ー
ダ
ー

育
成

静
岡

大
学

伊
東

　
幸

環
境

リ
ー

ダ
ー

育
成

の
課

題
は

生
態

系
保

全
と

二
酸

化
炭

素
の

吸
収

・
削

減
を

含
め

た
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

の
維

持
・

管
理

等
に

関
わ

る
共

生
型

社
会

形
成

に
必

要
な

国
際

条
約

等
の

法
律

・
経

済
等

の
社

会
科

学
や

科
学

的
基

礎
知

識
の

授
業

を
英

語
で

講
義

し
、

英
語

で
議

論
す

る
。

す
べ

て
の

セ
ミ

ナ
ー

・
討

論
会

・
会

議
を

英
語

で
行

い
実

銭
力

を
向

上
さ

せ
る

。
留

学
生

へ
の

支
援

シ
ス

テ
ム

と
し

て
R
A
経

費
の

充
実

・
国

際
交

流
基

金
の

支
援

・
相

談
窓

口
・

情
報

の
充

実
に

よ
る

生
活

お
よ

び
勉

学
へ

の
安

心
保

障
の

体
制

の
確

立
を

実
現

す
る

。
2
2
年

度
採

択
J
E
N
E
S
Y
S
に

基
づ

く
留

学
生

経
費

の
支

援
を

行
う

。
環

境
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
沿

岸
生

態
系

と
陸

域
生

態
系

の
病

気
・

脆
弱

化
を

保
全

・
修

復
・

再
生

し
、

サ
ス

テ
イ

ナ
ブ

ル
な

共
生

型
社

会
構

築
に

向
け

た
環

境
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

が
目

的
で

あ
る

。
「

２
～

３
年

の
長

期
コ

ー
ス

」
と

「
海

外
短

期
コ

ー
ス

」
の

両
方

か
ら

な
る

。
前

者
の

内
容

は
創

造
科

学
技

術
大

学
院

（
博

士
課

程
）

に
属

し
、

沿
岸

生
態

系
論

、
森

林
生

態
系

論
、

環
境

倫
理

・
法

律
、

環
境

修
復

工
学

、
環

境
経

済
学

等
の

環
境

関
連

の
専

門
科

目
の

講
義

を
英

語
で

学
ぶ

こ
と

と
フ

ィ
ー

ル
ド

演
習

、
企

業
と

連
携

し
た

実
用

プ
ロ

グ
ラ

ム
演

習
、

環
境

N
G
O
や

国
・

公
共

団
体

と
の

連
携

に
よ

る
環

境
保

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
ノ

ウ
ハ

ウ
の

講
義

・
演

習
等

を
行

う
。

後
者

は
ア

ジ
ア

諸
国

で
実

際
に

生
じ

て
い

る
生

態
系

と
そ

の
関

連
す

る
環

境
問

題
を

把
握

し
解

決
す

る
た

め
の

、
現

場
対

応
実

践
型

の
海

外
フ

ィ
ー

ル
ド

授
業

の
充

実
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

タ
イ

・
ベ

ト
ナ

ム
で

の
マ

ン
グ

ロ
ー

ブ
・

サ
ン

ゴ
礁

・
海

草
群

落
の

栄
養

塩
循

環
・

再
生

管
理

の
技

術
・

知
識

、
中

国
新

疆
地

区
の

砂
漠

・
半

乾
燥

地
域

で
の

森
林

再
生

・
C
O
2
削

減
技

術
・

評
価

手
法

の
解

析
、

中
国

南
部

浙
江

・
上

海
で

の
大

気
汚

染
・

水
質

汚
染

の
調

査
研

究
手

法
・

対
策

手
法

等
の

環
境

関
連

の
高

度
な

学
位

研
究

を
指

導
す

る
。

Ｓ

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

、
留

学
生

に
向

け
た

手
厚

い
経

済
支

援
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
履

修
生

の
博

士
号

取
得

の
た

め
の

特
別

研
究

指
導

を
主

指
導

教
員

と
二

人
の

副
指

導
教

員
の

三
人

体
制

で
実

施
す

る
等

、
手

厚
い

支
援

・
指

導
体

制
を

敷
き

、
結

果
と

し
て

、
長

期
コ

ー
ス

の
全

て
の

履
修

生
が

博
士

号
取

得
年

限
３

年
で

修
了

す
る

結
果

と
な

っ
て

い
る

点
は

高
く

評
価

で
き

る
。

大
学

の
支

援
の

も
と

に
組

織
改

革
が

実
施

さ
れ

、
財

政
基

盤
も

整
え

ら
れ

て
、

継
続

的
な

発
展

展
開

に
向

け
た

シ
ス

テ
ム

整
備

も
十

分
で

あ
る

こ
と

も
高

く
評

価
さ

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
も

推
進

し
て

お
り

、
環

境
リ

ー
ダ

ー
の

当
該

分
野

に
お

け
る

専
門

的
な

人
材

を
育

成
す

る
取

組
に

成
功

を
収

め
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
事

後
未
来
社
会
創
造
型
環
境
イ
ノ

ベ
ー
タ
の
育
成

慶
應

義
塾

大
学

清
家

 
篤

本
事

業
は

、
政

策
・

メ
デ

ィ
ア

研
究

科
に

お
け

る
既

設
の

「
低

炭
素

社
会

デ
ザ

イ
ン

」
・

「
社

会
イ

ノ
ベ

ー
タ

」
・

「
環

境
デ

ザ
イ

ン
」

な
ど

の
修

士
コ

ー
ス

並
び

に
「

国
際

コ
ー

ス
」

と
そ

れ
ら

に
関

連
す

る
環

境
・

都
市

・
国

際
協

力
・

I
C
T
な

ど
の

専
門

領
域

を
統

合
し

、
理

工
学

研
究

科
、

経
済

学
や

商
学

研
究

科
と

も
連

携
し

て
、

気
候

変
動

リ
ス

ク
に

最
も

脆
弱

で
、

か
つ

急
速

に
開

発
が

進
ん

で
い

る
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
地

域
に

お
い

て
、

低
炭

素
社

会
へ

の
移

行
を

先
導

す
る

な
ど

未
来

社
会

創
造

型
環

境
イ

ノ
ベ

ー
タ

の
育

成
拠

点
を

全
塾

的
に

形
成

す
る

も
の

で
あ

る
。

従
来

の
学

際
的

特
色

を
生

か
し

つ
つ

、
環

境
情

報
演

習
や

地
域

創
造

実
験

等
の

実
験

授
業

も
強

化
し

、
英

語
の

み
で

学
べ

る
一

年
基

本
コ

ー
ス

と
、

長
期

コ
ー

ス
２

年
修

士
課

程
と

３
年

博
士

課
程

を
提

供
す

る
。

海
外

協
定

校
や

U
N
E
P
・

A
D
B
国

際
気

候
変

動
適

応
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
用

な
ど

、
ダ

ブ
ル

デ
ィ

グ
リ

ー
の

提
携

校
を

拡
充

し
、

留
学

生
の

量
と

質
を

確
保

し
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
支

援
す

る
。

ま
た

本
学

独
自

の
奨

学
金

・
研

究
支

援
資

金
・

チ
ュ

ー
タ

ー
・

英
語

イ
ン

タ
ー

ン
な

ど
の

支
援

制
度

を
拡

充
し

、
日

本
人

学
生

と
留

学
生

が
共

に
研

究
し

、
共

に
国

際
ス

テ
ー

ジ
で

磨
け

る
国

際
リ

ー
ダ

ー
育

成
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。
本

事
業

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
修

了
し

た
学

生
は

、
環

境
ビ

ジ
ネ

ス
の

起
業

家
と

し
て

、
空

間
デ

ザ
イ

ナ
ー

や
プ

ラ
ン

ナ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
一

方
、

グ
ロ

ー
バ

ル
リ

ー
ダ

ー
ま

た
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

と
な

っ
て

、
活

躍
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

Ｓ

環
境

イ
ノ

ベ
ー

タ
育

成
に

向
け

て
、

多
分

野
の

学
生

や
研

究
者

の
る

つ
ぼ

と
な

っ
て

い
る

キ
ャ

ン
パ

ス
環

境
や

学
内

基
金

の
仕

組
み

を
生

か
す

工
夫

を
行

い
、

分
野

融
合

に
基

づ
く

特
徴

的
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ベ
ー

ス
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

・
実

施
し

て
、

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
修

了
生

を
育

成
し

た
。

即
ち

、
履

修
生

が
自

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

企
画

し
、

資
金

を
得

て
、

能
動

的
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
推

進
す

る
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ベ

ー
ス

の
学

習
シ

ス
テ

ム
に

よ
っ

て
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
養

成
を

図
り

、
柔

軟
か

つ
積

極
性

に
富

む
修

了
生

を
育

ん
で

お
り

、
実

務
的

な
リ

ー
ダ

ー
育

成
に

つ
な

が
る

実
践

的
か

つ
特

徴
的

な
取

組
と

し
て

高
く

評
価

で
き

る
。

ま
た

教
員

サ
イ

ド
で

も
、

分
野

の
異

な
る

複
数

の
教

員
が

い
っ

し
ょ

に
な

っ
て

指
導

す
る

体
制

の
も

と
に

、
分

野
を

超
え

た
新

し
い

講
義

内
容

を
産

み
出

す
な

ど
の

成
果

を
挙

げ
て

い
る

こ
と

、
さ

ら
に

、
そ

の
進

捗
状

況
を

事
務

局
で

点
検

し
つ

つ
改

善
を

指
導

す
る

P
D
C
A
の

体
制

を
構

築
し

て
い

る
こ

と
も

評
価

で
き

る
。

今
後

、
こ

れ
ら

の
確

立
さ

れ
た

実
践

的
な

リ
ー

ダ
ー

教
育

基
盤

を
生

か
し

た
さ

ら
な

る
取

組
発

展
に

期
待

が
持

た
れ

る
。

戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
事

後
地
下
水
環
境
リ
ー
ダ
ー
育
成

国
際
共
同
教
育
拠
点

熊
本

大
学

谷
口

 
功

国
際

リ
ー

ダ
ー

育
成

シ
ス

テ
ム

で
は

，
す

で
に

大
学

院
自

然
科

学
研

究
科

で
推

進
さ

れ
て

い
る

授
業

科
目

の
全

面
英

語
化

を
強

化
す

る
。

ま
た

，
平

成
2
3
年

４
月

に
発

足
予

定
で

あ
る

大
学

院
自

然
科

学
研

究
科

複
合

新
領

域
科

学
専

攻
の

水
循

環
共

生
コ

ー
ス

に
本

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

取
り

入
れ

る
。

 
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

，
大

学
院

自
然

科
学

研
究

科
が

地
下

水
の

理
学

と
工

学
，

お
よ

び
社

会
文

化
科

学
研

究
科

が
地

下
水

の
法

的
管

理
と

共
生

学
に

関
す

る
計

８
つ

の
授

業
（

座
学

と
演

習
・

実
験

）
を

担
当

し
，

熊
本

市
上

下
水

道
局

な
ど

と
連

携
し

て
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

す
る

。
こ

の
他

に
M
O
T
科

目
，

招
聘

講
師

に
よ

る
集

中
講

義
も

開
講

す
る

。
授

業
科

目
の

必
要

単
位

を
修

得
し

，
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
が

認
定

さ
れ

，
博

士
論

文
（

あ
る

い
は

修
士

論
文

）
が

合
格

す
れ

ば
博

士
号

，
修

士
号

と
と

も
に

『
熊

本
大

学
地

下
水

環
境

リ
ー

ダ
ー

』
の

称
号

を
修

了
生

に
与

え
る

。
 
留

学
生

へ
の

支
援

措
置

と
し

て
，

既
に

本
学

で
構

築
さ

れ
て

い
る

チ
ュ

ー
タ

ー
制

度
，

経
済

的
支

援
（

成
績

優
秀

な
留

学
生

に
対

し
て

の
学

費
免

除
）

，
優

れ
た

申
請

内
容

を
も

っ
た

未
来

開
拓

型
研

究
へ

の
研

究
費

支
給

，
国

外
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
国

際
会

議
参

加
へ

の
旅

費
の

一
部

支
給

と
い

う
４

つ
の

支
援

を
継

続
す

る
。

Ａ

地
下

水
の

総
合

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
大

学
の

地
理

的
優

位
性

を
活

か
し

た
独

自
性

の
高

い
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

し
、

育
成

対
象

を
博

士
課

程
に

絞
り

込
ん

で
、

実
践

的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
教

育
を

専
門

教
育

に
生

か
す

取
組

を
実

施
し

、
優

れ
た

修
了

生
を

輩
出

し
て

お
り

、
特

徴
的

な
取

組
と

評
価

さ
れ

た
。

育
成

数
に

お
い

て
も

当
初

目
標

を
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
。

大
学

の
協

力
支

援
の

下
に

本
取

組
の

継
続

展
開

が
期

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

発
展

と
と

も
に

、
本

取
組

に
て

培
わ

れ
た

ノ
ウ

ハ
ウ

及
び

シ
ス

テ
ム

の
、

国
際

化
に

向
け

た
学

内
シ

ス
テ

ム
へ

の
波

及
を

期
待

す
る

。

8

20



戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
（

５
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

評
価

時
期

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
実

施
機

関
総

括
責

任
者

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

総
合

評
価

評
価

結
果

概
要

戦
略

的
環

境
リ

ー
ダ

ー
育

成
拠

点
形

成
評

価
作

業
部

会
事

後
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
戦

略
を
立
案
す
る
環
境
リ
ー

ダ
ー
育
成
拠
点

東
北

大
学

里
見

　
進

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

東
北

大
学

に
お

け
る

最
先

端
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

資
源

分
野

の
研

究
・

教
育

実
績

、
並

び
に

鳥
瞰

的
視

座
を

身
に

つ
け

る
環

境
リ

ー
ダ

ー
教

育
手

法
の

蓄
積

、
国

際
認

定
制

度
設

置
の

実
績

、
実

践
型

教
育

の
基

盤
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

資
源

政
策

や
国

際
戦

略
立

案
ス

キ
ル

教
育

の
基

盤
、

及
び

こ
れ

ま
で

構
築

し
て

き
た

ア
ジ

ア
地

域
の

教
育

拠
点

を
最

大
限

に
活

か
し

、
国

際
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
資

源
政

策
や

企
業

の
国

際
戦

略
を

立
案

で
き

る
国

際
環

境
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

教
育

拠
点

を
新

規
に

東
北

大
学

に
構

築
す

る
も

の
で

あ
る

。
 
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
資

源
の

循
環

利
用

と
途

上
国

の
発

展
の

両
立

を
目

指
す

国
際

環
境

リ
ー

ダ
ー

が
ア

ジ
ア

・
ア

フ
リ

カ
地

域
（

主
に

、
中

国
、

イ
ン

ド
、

ベ
ト

ナ
ム

、
タ

イ
、

韓
国

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
等

）
に

あ
る

教
育

拠
点

を
基

軸
に

輩
出

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

す
。

こ
の

よ
う

な
国

際
環

境
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

た
め

に
、

２
年

（
修

士
コ

ー
ス

）
及

び
３

年
（

博
士

コ
ー

ス
）

か
ら

な
る

長
期

コ
ー

ス
と

１
年

（
修

士
コ

ー
ス

）
及

び
１

年
（

博
士

コ
ー

ス
）

か
ら

な
る

基
本

コ
ー

ス
を

提
供

す
る

。

Ｓ

長
期

コ
ー

ス
（

修
士

課
程

、
博

士
課

程
）

、
基

本
コ

ー
ス

に
お

け
る

履
修

生
の

受
入

数
お

よ
び

育
成

数
に

お
い

て
、

い
ず

れ
も

目
標

を
大

き
く

上
回

っ
て

い
る

点
が

注
目

さ
れ

る
。

ま
た

、
優

れ
た

履
修

生
を

集
め

、
そ

の
自

発
性

を
誘

導
し

つ
つ

個
々

の
力

に
合

わ
せ

て
進

展
を

図
る

教
育

手
法

、
環

境
リ

ー
ダ

ー
担

当
教

員
と

学
位

研
究

指
導

教
員

の
連

携
に

よ
る

密
度

の
高

い
ダ

ブ
ル

指
導

、
海

外
機

関
と

の
緊

密
な

連
携

に
向

け
た

海
外

リ
エ

ゾ
ン

オ
フ

ィ
ス

の
活

用
等

、
い

ず
れ

も
効

果
的

に
機

能
し

て
、

座
学

と
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

バ
ラ

ン
ス

を
重

視
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
り

専
門

性
と

総
合

力
を

兼
ね

備
え

た
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

確
立

し
、

優
れ

た
修

了
生

を
育

ん
で

お
り

、
総

合
的

に
高

く
評

価
で

き
る

。
組

織
改

訂
に

基
づ

く
継

続
展

開
が

図
ら

れ
て

お
り

、
さ

ら
な

る
発

展
に

期
待

が
持

た
れ

る
。
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